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平
成
25
年
度
八
幡
平
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２

月
21
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
市
議
会
議
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
田
村
正
彦
市
長
が
、
25
年
度

の
施
政
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

▪
道
路
整
備
事
業　
市
道
八
幡
平
温
泉
郷

幹
線
、
市
道
共
新
住
宅
線
の
事
業
完
了
を

目
指
し
、
市
道
堀
切
線
赤
川
橋
な
ど
11
路

線
も
継
続
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
児
童
の
通
学
の
安

全
対
策
を
図
る
た
め
、
県
道
大
更
停
車
場

線
な
ど
６
路
線
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
測

量
設
計
や
道
路
概
略
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
関
連
事
業
の
市
道
南
北
線
、

市
道
永
持
１
号
線
、
市
道
交
通
広
場
線
の

３
路
線
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
の
路
線
に

つ
い
て
は
、
生
活
道
路
と
し
て
、
緊
急
度

や
利
用
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に

整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▪
国
道
２
８
２
号
西
根
バ
イ
パ
ス　
平
舘

小
学
校
前
付
近
を
中
心
に
、
改
良
工
事
に

加
え
、
電
力
柱
な
ど
の
移
転
補
償
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
用
地
に
つ
い
て
、
未
契
約
の
方

と
粘
り
強
く
話
し
合
い
、
25
年
度
も
引
き

続
き
県
と
一
体
と
な
り
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

▪
災
害
復
旧
事
業　
平
成
24
年
中
に
、
舗

装
路
面
の
凍
上
災
害
発
生
の
現
地
災
害
査

定
を
受
け
、
採
択
さ
れ
た
58
カ
所
に
つ
い

て
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
豪
雨
時
な
ど
の
緊
急
体
制
に
備

え
、
万
が
一
の
災
害
時
の
対
応
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

▪
除
雪
対
策　
県
道
の
権
限
移
譲
路
線
も

含
め
、
車
・
歩
道
の
約
６
６
０
㌔
を
除
雪

し
ま
す
。
想
定
外
の
降
雪
を
教
訓
と
し
、

危
機
管
理
対
策
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
機
械
の
導
入
は
、
年
次
計

画
を
も
っ
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

▪
水
道
事
業　
小
屋
の
沢
水
源
を
活
用
し

た
統
合
事
業
に
着
手
し
、水
源
施
設
工
事
、

配
水
池
の
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
上
水
道
施
設
設
備
お
よ
び
簡

易
水
道
施
設
監
視
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事
、

庁
舎
建
設
関
連
事
業
の
市
道
改
良
工
事
に

伴
う
配
水
管
の
布
設
工
事
お
よ
び
老
朽
管

更
新
事
業
な
ら
び
に
国
道
２
８
２
号
西
根

バ
イ
パ
ス
道
路
改
築
工
事
に
伴
う
配
水
管

な
ど
の
移
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▪
汚
水
事
業　
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
西
根
地
区
お
よ

び
松
尾
地
区
の
管
渠
整
備
と
市
内
各
処
理

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
他
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
が
設

置
し
て
管
理
を
行
う
浄
化
槽
市
町
村
整
備

推
進
事
業
に
よ
る
浄
化
槽
の
整
備
と
適
正

な
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

▪
市
営
住
宅　
耐
用
年
限
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
著
し
い
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
建

平成25年度　市長施政方針

自
然
と
共
生
す
る
、
快
適
な
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

市総合計画後期基本計画の
仕上げに向け着実な推進を

平成25年度の市政の運営方針を述べる
田村政彦市長（２月21 日、市議会議場）

　
昨
年
12
月
に
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
自
民
党
、

公
明
党
の
連
立
政
権
が
再
び
誕
生
し
ま
し
た
。
新
政
権
は
、

13
兆
円
規
模
の
大
型
補
正
予
算
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
て
、

当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
を
実
行
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
と
地
方
の
借
金
は
、

１
千
兆
円
を
超
え
よ
う
と
し
て
い
て
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の

財
政
運
営
は
、
引
き
続
き
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
本
市
の
財

政
状
況
は
、
合
併
以
降
、
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
像『
農み
の
りと

輝ひ
か
りの

大
地
』の
創
造
・
実
現
の
た
め
、

引
き
続
き
、
５
つ
の
重
点
施
策
で
あ
る『
定
住
化
の
促
進
』『
第

１
次
産
業
の
生
産
力
向
上
』『
大
更
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
』

『
合
宿
の
里
づ
く
り
』『
滞
在
型
観
光
の
推
進
』を
中
心
と
し
て
、

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、
市
総
合
計
画
に

沿
っ
て
項
目
別
に
申
し
上
げ
ま
す
。
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て
替
え
や
、
実
施
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

▪
民
間
住
宅　
引
き
続
き
、
民
間
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
25
年
度
も
引
き
続
き
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
市
共
通
商
品
券
の
助
成

を
行
う
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は

増
改
築
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
一
定
量
の
市
産
材
を
使
用
し
た
場
合

に
は
、
上
乗
せ
助
成
を
行
い
ま
す
。

▪
定
住
化
の
促
進　
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
、
子
育
て
支
援
や
就
農
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
本
市
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
と

と
も
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
民
間

の
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
心
豊
か
な
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち「
八
幡

平
市
」へ
の
定
住
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
都
市
計
画　
大
更
駅
周
辺
お
よ
び
隣
接

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
環
境
整
備
基
本
計
画

の
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
と
大
更
駅

西
口
駅
前
広
場
の
二
つ
の
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。
大
更
駅
前
線
で
は
、
道
路
沿
道

を
含
め
た
測
量
と
補
償
調
査
な
ど
を
行

い
、
地
権
者
の
方
へ
補
償
額
な
ど
の
概
算

額
を
示
し
、
事
業
へ
の
参
画
と
一
層
の
ご

理
解
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
駅
前

広
場
で
は
、用
地
や
補
償
の
契
約
を
行
い
、

事
業
用
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▪
防
災
計
画　
地
域
防
災
計
画
の
具
体
的

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
自
主
防
災
組

織
の
立
ち
上
げ
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
訓
練
の
実
施
の
た
め
、
新
た
に
防
災
専

門
官
の
採
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団

や
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
を
想
定
し
な
が
ら
、
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
防
犯
・
交
通
安
全　
犯
罪
や
事
故
の
な

い
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
も
と

に
一
体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

▪
環
境
衛
生
対
策　
環
境
基
本
計
画
前
期

行
動
計
画
の
実
践
と
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
進
捗
状
況
を
毎
年
度
検
証
し
ま
す
。

　
新
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
本
格
的

に
供
用
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
沿
岸
被
災
地
の
ガ
レ
キ
に

つ
い
て
は
、焼
却
処
理
を
引
き
続
き
行
い
、

復
興
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
に
よ
っ
て
築
く
、
躍
進
す
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

▪
関
係
機
関
と
の
連
携　
市
内
中
小
企
業

者
な
ど
と
大
学
や
試
験
研
究
機
関
が
連
携

し
、
共
同
研
究
で
新
技
術
の
導
入
お
よ
び

技
術
の
高
度
化
に
よ
る
産
業
振
興
を
図
る

た
め
、
産
学
共
同
研
究
に
要
す
る
経
費
に

対
し
て
引
き
続
き
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

▪
農
業　
国
の
交
付
金
な
ど
が
農
業
者
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
市
農
業
再
生

協
議
会
の
活
動
を
通
し
て
、
具
体
的
施
策

や
助
成
措
置
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

作
成
に
つ
い
て
は
、
集
落
で
の
話
し
合
い

を
進
め
、
10
年
、
20
年
先
の
地
域
農
業
を

担
う
中
心
と
な
る
経
営
体
や
新
規
就
農
者

と
な
る
人
を
地
域
で
位
置
づ
け
、
青
年
就

農
給
付
金
や
農
地
集
積
協
力
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▪
園
芸
振
興　
り
ん
ど
う
の
生
産
販
売
額

は
８
年
連
続
10
億
円
を
突
破
し
、
国
内

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
責
任
産
地
を

確
立
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
親
株
の

増
殖
事
業
や
採
種
事
業
に
よ
り
、
潤
沢
な

種
子
確
保
を
強
化
す
る
な
ど
、「
花
き
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
」の
役
割
と
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
そ
う
に
つ
い
て
は
、
夏
期
高

温
期
の
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、
土
壌
消

毒
や
病
害
虫
防
除
の
徹
底
、
適
期
の
灌か
ん
す
い水

の
実
施
に
よ
り
生
産
力
の
向
上
と
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

▪
畜
産
振
興　
市
内
の
恵
ま
れ
た
草
地
基

盤
を
活
用
し
た
良
質
な
自
給
飼
料
の
生
産

確
保
と
、
広
大
な
放
牧
地
を
利
用
し
た
畜

産
物
の
低
コ
ス
ト
生
産
を
推
進
し
、
農
家

所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

▪
農
業
農
村
整
備　
県
事
業
の「
基
幹
水

利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」

に
助
成
し
、
土
地
改
良
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
維
持
補
修
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
事
業
」

に
よ
り
、
機
能
低
下
を
生
じ
た
水
路
の
補

修
な
ど
に
取
り
組
む
集
落
組
織
に
対
し

て
、
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

▪
林
業
振
興　
国
が
策
定
し
た「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」を
着
実
に
実
行
す
る

た
め
、
人
工
林
資
源
の
積
極
的
な
活
用
と

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

森
林
整
備
事
業
と
路
網
整
備
を
積
極
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
伐
期
を
迎
え
た
人
工

林
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
利

活
用
の
た
め
、
民
間
企
業
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

▪
工
業
振
興　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

当
市
の
自
然
環
境
や
高
速
交
通
網
な
ど
の

地
域
資
源
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
継
続

市営仲町住宅が整備されます
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し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
併
せ
て
、
今
後
、
雇
用
の
創
出
が
期
待

さ
れ
る
地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
農
商
工

連
携
や
６
次
産
業
化
な
ど
で
事
業
展
開
を

図
る
地
場
企
業
な
ど
に
対
し
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
商
業
振
興　
引
き
続
き
、「
共
通
商
品

券
特
典
事
業
補
助
金
」の
予
算
枠
を
拡
大

し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
し
た
ア
プ
リ
構
築
を
は
じ

め
と
す
る「
八
幡
平
市
の
魅
力
発
信
事
業
」

や
商
店
街
が
取
り
組
む「
商
店
街
活
性
化

事
業
」に
補
助
す
る
な
ど
、
商
業
振
興
の

中
核
的
機
関
の
市
商
工
会
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

▪
特
産
品
な
ど
の
振
興　
市
物
産
振
興
会

へ
補
助
し
、
首
都
圏
や
仙
台
市
な
ど
で
の

販
路
拡
大
、
物
産
や
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
、
秋

に
本
市
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る「
山
ぶ

ど
う
博
覧
会
」で
、
山
ぶ
ど
う
商
品
の
販

売
促
進
、
山
ぶ
ど
う
ス
イ
ー
ツ
の
新
規
提

案
を
通
じ
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

▪
観
光
振
興　
本
年
は
、「
ア
フ
タ
ー
い

わ
て
Ｄ
Ｃ
ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
を

訪
れ
た
観
光
客
に
対
し
、
山
ぶ
ど
う
の
ド

リ
ン
ク
提
供
な
ど
に
よ
り
、
誘
客
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ラ
グ
ビ
ー
ゴ
ー

ル
の
設
置
や
階
段
工
事
、
中
山
陸
上
競
技

場
の
全
面
芝
生
化
な
ど
の
環
境
整
備
を
実

施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
を
明
確
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
鹿
角
街
道
な
ど
の
歴
史
遺
産
や
、
豊
か

な
文
化
・
産
業
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か

し
た
観
光
振
興
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

「
八
幡
平
市
滞
在
型
観
光
振
興
計
画
」を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
市
観
光
協
会
や
関

係
団
体
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

▪
第
三
セ
ク
タ
ー　
収
支
改
善
・
経
営
体

質
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
八
幡
平
市
の
産

業
振
興
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
指
導
・
助

言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▪
雇
用
対
策　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
求

人
情
報
を
提
供
し
、
雇
用
拡
大
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
国
の｢

緊
急
雇
用
創
出
事
業｣

を
活
用
し
、新
た
な
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

▪
健
康
推
進　
25
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で

が
計
画
期
間
で
あ
る「
第
２
次
健
康
づ
く

り
21
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、適
切
な
生
活
習

慣
の
改
善
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
医
療
の
基
本
的
な
考
え
方

や
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
指
針
と
し

て「
八
幡
平
市
地
域
医
療
計
画
」を
策
定

し
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
に
お
け
る
慢

性
的
な
看
護
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、

新
た
に「
八
幡
平
市
看
護
師
養
成
事
業
」を

実
施
し
ま
す
。

▪
西
根
病
院
の
運
営　
新
市
建
設
計
画
に

含
ま
れ
て
い
る
西
根
病
院
の
移
転
新
築
に

つ
い
て
は
、
入
院
患
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
も
、
早
期
の
施
設
整
備
を
図
る
べ

く
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
高
齢
者
福
祉　
高
齢
者
は
今
後
も
増
加

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
予
防
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
の
連
携
の
も
と
、
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
の
強
化
、充
実
に
努
め
ま
す
。

▪
子
育
て
支
援　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

基
本
と
し
、
大
更
、
あ
し
ろ
両
保
育
所
の

民
間
移
管
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
小

学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
、
保
育
料
の
負

担
軽
減
や
学
童
保
育
の
無
償
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
看
護
師

配
置
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
乳
児
の
受

け
入
れ
拡
大
を
行
う
と
と
も
に
、
土
曜
保

育
に
お
け
る
給
食
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

▪
地
域
福
祉　
県
か
ら「
社
会
福
祉
法
人

指
導
監
査
事
務
」と
育
成
医
療
に
関
す
る

事
務
の
権
限
移
譲
が
行
わ
れ
、
市
の
事
務

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
を

図
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▪
学
校
教
育　
本
市
の
児
童
・
生
徒
の
学

習
や
生
活
状
況
、
小
・
中
学
校
の
教
育
活

動
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、「
八
幡
平

市
の
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」を
中
心
に

健
や
か
な
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の
ま
ち
づ
く
り

平成25年度　市長施政方針

上寄木グラウンドの環境整備を実施しま
す（昨年の県民体育大会ラグビー競技）

西根病院の施設整備を検討していきます
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据
え
た
施
策
を
展
開
し
、
知
・
徳
・
体
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
環
境
と
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
学
校
施
設
整
備　
学
校
耐
震
化
事
業
の

締
め
く
く
り
と
な
る
西
根
第
一
中
学
校
の

校
舎
改
修
工
事
の
２
期
工
事
を
実
施
す
る

ほ
か
、
安
代
中
学
校
の
屋
外
運
動
場
施
設

を
整
備
し
ま
す
。

▪
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進　
24

年
度
に
引
き
続
き
、震
災
復
興
支
援
事
業
、

国
庫
委
託
事
業「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」を
活
用

し
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
保

存
・
伝
承
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▪
図
書
館
・
博
物
館
業
務　
図
書
館
の
運

営
は
、25
年
度
か
ら
一
部
業
務
委
託
を
し
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
の

充
実
を
図
り
、
市
内
の
文
化
財
の
掘
り
起

し
に
努
め
、
歴
史
や
文
化
の
学
習
機
会
の

提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▪
体
育
振
興　
震
災
復
興
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
開
催
事
業
補
助
を
引
き
続
き
継
続

し
、
市
民
と
被
災
地
の
交
流
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
整
備
お

よ
び
各
種
大
会
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

▪
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し

て
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
各
地
域
振
興
協

議
会
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公

設
集
会
施
設
の
地
域
移
管
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
修
繕
を
行
っ
た
後
に
移
管
す
る
よ

う
進
め
て
い
き
ま
す
。

▪
第
71
回
国
民
体
育
大
会　
28
年
に
震
災

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、「
広
げ
よ
う

感
動
。
伝
え
よ
う
感
謝
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
市
で
は
、
相
撲
競

技
を
は
じ
め
５
競
技
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
会
成
功
に
向
け
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
諸
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

▪
行
政
改
革　
第
２
次
行
政
改
革
実
施
計

画
前
期
計
画
に
お
い
て
、
職
員
削
減
や
民

間
開
放
な
ど
に
取
り
組
み
、
実
績
を
上
げ

て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
年
度
か
ら

３
カ
年
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
計
画
に

取
り
組
み
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
実
施

に
よ
り
、
事
務
事
業
の
選
択
や
見
直
し
を

進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
に
必

要
な
施
策
の
推
進
に
向
け
た
行
政
経
営
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▪
行
政
組
織
機
構　
24
年
度
か
ら
３
カ
年

に
わ
た
り
見
直
し
を
進
め
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
25
年
度
も
、
課
の
統
廃
合
を
行

い
、
効
率
的
で
効
果
的
な
組
織
機
構
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

▪
新
庁
舎
建
設　
昨
年
、
造
成
工
事
が
完

成
し
、
庁
舎
の
建
築
工
事
に
係
る
請
負
契

約
の
締
結
を
終
え
、
こ
の
３
月
か
ら
工
事

に
着
手
、
26
年
９
月
末
の
完
成
に
向
け
て

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
花
輪
線
北
森
駅
移
設
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
Ｊ
Ｒ
と「
花
輪
線
北
森
駅
移
設
に
伴

う
周
辺
整
備
に
関
す
る
基
本
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
移
設
に
係
る

詳
細
設
計
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

25年度一般会計の
主な新規事業一覧
事業名 事業内容（予算額）

コンビニ収納シス
テム導入委託料

税などの納付をコンビニでできる
ようシステムを改修（1,144万円）

集会施設改修工事
等

将来、地元へ移管する予定の集会
所の改修工事など（1億724万円）

地域おこし協力隊
事業

人口減少や高齢化などの進行が著
しい地方へ、地域外の人材を積極
的に誘致し、その定住・定着を目
的に、地域力の維持・強化を図る
取り組み（614万円）

社会福祉法人指導
監督事業

権限移譲により、市内にある６つ
の社会福祉法人を市が指導監督す
るための費用（240万円）

リーディング経営
体育成支援事業費
補助金

認定農業者の経営規模拡大などを
進め、リーディング経営体を育成

（250万円）
りんどう優良種苗
供給支援事業費補
助金

育苗ハウス整備による償還金によ
り値上がりする苗代の緩和助成

（300万円）
山ぶどう博覧会実
行委員会負担金

今年度は本市が会場となる「山ぶ
どう博覧会」の負担金（100万円）

盛岡・八幡平元気
まるごと発信事業

盛岡広域振興局が行う冬季イベン
トなどへの負担金（130万円）

観光案内版設置工
事

市内の各インターチェンジの出口
と道の駅に設置する観光案内板の
設置工事（1,102万円）

観光道路名称看板
設置工事

24年度に名称が決定した観光道路
の看板設置工事（146万円）

八幡平・七時雨マ
ウンテントレイル
フェス開催補助金

七時雨の観光振興を図るために開
催するロードレース大会への補助
金（70万円）

ブナの駅多目的ト
イレ増築工事

ブナの駅にある既存のトイレに多
目的トイレを増築し、スロープを
設置（862万円）

ユースホステル解
体負担金

25年に県で解体する計画とした
ユースホステルの解体経費の一部
を負担（1,257万円）

上寄木グラウンド
増設調査業務委託
料

既設のグラウンドの両隣の地質調
査と基本設計業務を実施【グラウ
ンド２面分、当面は駐車場として
利用】（431万円）

中山陸上競技場改
修事業

中山陸上競技場をラグビー練習場
に変更する事業。スタンド改修や
グラウンド整備など（2,473万円）

市営仲町住宅整備
市営仲町住宅について、既存住宅
の解体撤去工事を実施するととも
に新たな住宅などを建築（1億382
万円）

市道凍上災害復旧 24年度に発生した道路凍上災害復
旧工事【58カ所】（11億 500万円）

スクールバス購入
費

安代地区のスクールバスとして、
マイクロバスを購入（713万円）

松尾相撲場トイレ
改修工事

松尾相撲場トイレを水洗化（422万
円）

図書館一部業務委
託料

図書館業務の一部を民間委託
（1,272万円）

※1万円未満は切り捨て
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平成25年度
一般会計予算

▪平成25年度と24年度の市当初予算（会計別総額）
会計別 25年度当初予算 24年度当初予算

一般会計 196億700万円 183億2,100万円

特
別
会
計

国民健康保険
（事業勘定） 36億7,008万円 35億7,113万円

公共下水道事業 ３億7,934万円 ５億4,417万円

農業集落排水事業 ５億4,865万 ７億1,481万円

浄化槽事業 3,863万円 6,246万円

国民健康保険
（診療施設勘定） ３億1,061万円 ３億3,739万円

後期高齢者医療 ２億3,534万円 ２億2,955万円

企
業
会
計

水道事業

収益的収入 ５億5,572万円 ５億4,384万円

収益的支出 ５億946万円 ５億4,033万円

資本的収入 ２億5,165万円 １億2,177万円

資本的支出 ４億6,359万円 ３億1,489万円

西根病院

収益的収入 ７億4,978万円 ７億2,007万円

収益的支出 ７億4,978万円 ７億2,007万円

資本的収入 1,578万円 1,605万円

資本的支出 1,917万円 2,167万円

　
平
成
25
年
度
の
予
算
が
、
市
議
会
第
１
回
定
例
会
・
本
会
議

最
終
日
の
３
月
22
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
、
24
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
12
億
８
６
０
０
万

円（
７
・
０
％
）増
の
１
９
６
億
７
０
０
万
円
で
、
合
併
後
最
大

と
な
り
、
６
年
連
続
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
25
年

度
も
引
き
続
き
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公
室
財
政
係（
☎
・
内

線
１
２
１
７
）ま
で
。

国庫支出金
22億4,077万円
（11.4％）

国庫支出金
22億4,077万円
（11.4％）

市税
28億3,650万円
（14.5％）

市税
28億3,650万円
（14.5％）

諸収入
4億3,138万円
（2.2％）

諸収入
4億3,138万円
（2.2％）

繰入金
２億6,387万円
（1.3％）

繰入金
２億6,387万円
（1.3％）

その他の自主財源
３億2,528万円
（1.6％）

その他の自主財源
３億2,528万円
（1.6％）

地方交付税
80億5,000万円
（41.1％）

地方交付税
80億5,000万円
（41.1％）

市債
37億570万円
（18.9％）

市債
37億570万円
（18.9％）

県支出金
11億2,462万円
（5.7％）

県支出金
11億2,462万円
（5.7％）

その他の依存財源
６億2,888万円
（3.3％）

その他の依存財源
６億2,888万円
（3.3％）

自主財源
　（19.6％）
自主財源
　（19.6％）依存財源

　（80.4％）
依存財源
　（80.4％）

歳入総額
196億
700万円

図１　歳入の内訳  
１
９
６
億
７
０
０
万
円
で

ま
ち
づ
く
り

※数字は、全て １ 万円未
満を四捨五入しています
ので、合計が合わない場
合があります。

　

一
般
会
計
の
歳
入
の
内
訳
を
図
１
に

示
し
ま
す
。
最
も
額
が
多
い
の
は
、
41
・

１
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
で
す
。
地
方

交
付
税
は
、
24
年
度
当
初
予
算
と
同
額
の

80
億
５
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
多
い
の
が
、
18
・
９
％
を
占
め

る
市
債
の
37
億
５
７
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
23
・
０
％
の
増
加
で
す（
図

に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
う
ち
７
億
円

歳入
前
年
度
の
地
方
交
付
税
と

同
額
の
当
初
予
算
を
計
上
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図２　歳出の内訳

「ことしの予算の使いみち」
後日、各家庭に配布します

　25年度の市の予算な
どについて紹介する「こ
としの予算の使いみち」
は、後日、全戸配布する
予定です。25年度に市が
取り組む事業などと併せ
て、予算額などを紹介し
ますので、ご覧ください。

24年度の「ことしの
予算の使いみち」

総務費
33億5,310万円
（17.1％）

総務費
33億5,310万円
（17.1％）

民生費
44億2,490万円
（22.6％）

民生費
44億2,490万円
（22.6％）

衛生費
14億112万円
（7.1％）

衛生費
14億112万円
（7.1％）

労働費
1億2,417万円
（0.6％）

農林水産業費
13億1,380万円

（6.7％）

商工費
５億3,389万円

（2.7％）

土木費
24億5,589万円
（12.5％）

土木費
24億5,589万円
（12.5％）

消防費
7億9,726万円
（4.1％）

消防費
7億9,726万円
（4.1％）

教育費
13億9,989万円
（7.1％）

教育費
13億9,989万円
（7.1％）

災害復旧費
11億685万円

（5.7％）

公債費
24億7,646万円
（12.6％）

公債費
24億7,646万円
（12.6％）

議会費
１億8,966万円
（1.0％）

予備費
3,000万円
（0.2％）

歳出総額
196億
700万円

は
※
臨
時
財
政
対
策
債
で
す
）。

　
３
番
目
に
多
い
市
税
は
、
設
備
投
資
の

増
加
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
額
な
ど
を

見
込
み
、24
年
度
と
比
較
し
て
、４
・
７
％

増
の
28
億
３
６
５
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳
を
図
２
に
示

し
ま
す
。
最
も
額
が
多
い
の
は
、
昨
年
度

と
同
じ
く
、
民
生
費（
44
億
２
４
９
０
万

円
、
22
・
６
％
）で
す
。
次
に
多
い
の
は
、

総
務
費（
33
億
５
３
１
０
万
円
、
17
・

１
％
）で
、前
年
度
に
比
べ
て
、17
・
４
％

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
25
年
度

か
ら
新
庁
舎
建
設
工
事
が
本
格
的
に
始
ま

る
た
め
で
す
。

　
昨
年
度
と
比
べ
て
最
も
額
が
増
え
た
の

は
災
害
復
旧
費
で
、
11
億
５
０
５
万
円
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
24
年
に
発

生
し
た
市
道
※
凍
上
災
害
の
復
旧
事
業
の

た
め
、
大
幅
に
増
額
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
土
木
費（
24
億
５
５
８
９
万
円
、

12
・
５
％
）は
、
大
更
駅
前
広
場
整
備
に

向
け
た
用
地
補
償
業
務
、
市
営
仲
町
住
宅

の
整
備
、
そ
の
他
市
道
整
備
の
た
め
、
前

年
度
に
比
べ
13
・
７
％
増
額
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
公
債
費（
24
億
７
６
４
６
万
円
、

12
・
６
％
）
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
と
比

べ
、
２
・
０
㌽
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳出

■用語解説
※臨時財政対策債＝国の地方交付税の財源が不足した
場合に、地方交付税の交付額を減らし、その穴埋めと
して、地方公共団体自らに発行させる地方債。償還に
要する費用は後年度の地方交付税で措置されます。
※凍上災害＝冬期の低温が原因で、道路の地盤中に霜
柱が発生し、地面の隆起などで道路舗装面にひび割れ
などが発生する災害。市では、昨年８月に査定を受け、
凍上災害が認められました。
※実質公債費比率＝地方債の償還金を標準財政規模で
割ったもの。平成23年度は13.0％でした。

総
務
費
や
土
木
費
の
ほ
か

災
害
復
旧
費
が
大
幅
増
額

凍上災害の現地視察（24年
４月27日）

　
新
庁
舎
建
設
や
凍
上
災
害
復
旧
な
ど
の

事
業
費
が
大
幅
に
増
額
し
、
市
債
発
行
額

も
増
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
財
政
の
健
全

度
を
示
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
※
実
質
公

債
費
比
率
に
つ
い
て
は
市
債
発
行
に
県
の

許
可
が
必
要
と
な
る
18
％
を
下
回
る
見
込

み
で
す
。
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東
大
更
小
学
校
閉
校

ほ
か
、
学
校
協
力
者
ら
４
団
体
と
14
人
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
が

終
わ
る
と
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る「
大
石
平
念
仏
剣
舞
」を
保
存
会
の
会
員

と
児
童
が
一
緒
に
な
っ
て
披
露
し
ま
し

た
。
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

地
域
の
伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
と
継
承
し

て
い
る
姿
に
、
出
席
者
は
感
動
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
東
大
更
小
学
校
は
、
山
子
沢
の
武
田
小

四
郎
氏
が
、
明
治
初
期
に
か
け
て
私
塾
で

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え

た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
明
治
９
年
に
山
子
沢
学
校
と
し
て

創
立
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
称
を
経
て
、
昭

和
36
年
に
東
大
更
小
学
校
の
名
称
と
な
り

ま
し
た
。
縦
割
り
班
の
活
動
が
活
発
で
、

児
童
た
ち
は
、班
の
活
動
を
通
し
て
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
協
力
の
大
切
さ
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　
生
徒
数
は
、
最
も
多
い
時
に
は
全
校
で

３
０
０
人
を
超
え
る
年
も
あ
り
ま
し
た

が
、
年
々
減
少
し
、
２４
年
度
は
全
校
で
24

人
と
な
り
ま
し
た
。
記
録
が
残
っ
て
い
る

明
治
34
年
以
降
、
卒
業
生
は
３
千
人
を
超

え
、
市
内
外
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
大
更
小
学
校

に
統
合
と
な
り
ま
す
。

百
三
十
六
年
の
伝
統
に
幕
を
閉
じ
る

ら
、
田
村
正
彦
市
長
へ
と
返
納
さ
れ
ま
し

た
。

　
式
典
後
は
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
記
念
碑
は
、
校
門
付
近
に
建

て
ら
れ
て
い
て
、
児
童
が
両
脇
か
ら
紐
を

引
き
、
幕
が
外
さ
れ
ま
し
た
。
碑
に
刻
ま

れ
て
い
る「
未
来
に
羽
ば
た
け
ひ
が
し
っ

子
」の
言
葉
を
児
童
全
員
が
声
を
合
わ
せ

て
発
表
す
る
と
、集
ま
っ
た
人
た
ち
か
ら
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
思
い
出
を
語
る
会
も
開

催
さ
れ
、
歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

　
東
大
更
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
と
思

い
出
を
語
る
会
が
３
月
23
日
、
同
校
の
講

堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
卒
業
生
で
あ
る
地
域
の
住
民

や
学
校
関
係
者
ら
約
２
７
０
人
が
出
席

し
、
百
三
十
六
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
持

つ
同
校
の
幕
引
き
を
見
届
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
関
係
者
か
ら
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
全
校
児
童
24
人
が
思
い
出
の
言
葉

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
席
者
全

員
が
見
守
る
中
、
檀
上
の
校
旗
が
児
童
の

手
に
よ
っ
て
外
さ
れ
、
遠
藤
力ち
か
ら

校
長
か

明
治
９
年
５
月

明
治
20
年
５
月

明
治
25
年
４
月

明
治
３９
年
10
月

大
正
３
年

大
正
７
年

昭
和
４
年
３
月

昭
和
５
年
３
月

昭
和
10
年
７
月

昭
和
１５
年
４
月

昭
和
16
年
４
月

昭
和
22
年
４
月

昭
和
25
年
４
月

昭
和
29
年

山
子
沢
学
校
と
し
て
開
設

山
子
沢
簡
易
小
学
校
と
改
称

山
子
沢
尋
常
小
学
校
と
改
称

山
後
に
分
教
場
を
開
設

校
訓「
礼
儀
・
規
律
・
勤
勉
」

を
制
定

現
在
地
に
校
舎
を
新
築
移
転

山
後
の
分
教
場
を
廃
止

教
室
を
増
築

山
子
沢
青
年
学
校
を
併
設

高
等
科
を
設
け
、
大
更
第
二

尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

大
更
第
二
国
民
学
校
と
改
称

大
更
第
二
小
学
校
と
改
称
。

大
更
中
学
校
山
子
沢
分
教
室

を
置
く
。

渋
川
分
教
場
を
設
置

大
更
第
二
中
学
校
を
創
立

こ
れ
ま
で
の
歩
み

遠藤校長（右）が田村市長に校旗を返納

伝統ある大石平念仏剣舞を披露
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東
大
更
小
学
校
　
校
歌作

詞
・
菊
池
知
勇

作
曲
・
森
る
り
子

一
、
岩
手
山
い
た
だ
き
そ
め
て

　
　
新
し
き
今
日
は
き
た
れ
り

　
　
若
草
の
伸
び
た
つ
早
き

　
　
時
の
間
を
惜
し
み
学
ば
ん

　
　
学
ば
ん
わ
れ
ら
　
あ
あ

　
　
東
大
更
　
小
学
生

二
、
山
子
沢
空
の
彼
方
は

　
　
明
日
の
日
の
夢
に
燃
え
た
り

　
　
う
ら
若
き
胸
お
ど
ら
せ
て

　
　
人
の
道
遠
く
き
わ
め
ん

　
　
き
わ
め
ん
わ
れ
ら
　
あ
あ

　
　
東
大
更
　
小
学
生

昭
和
36
年
４
月

昭
和
３８
年
２
月

昭
和
４０
年
４
月

昭
和
50
年
10
月

昭
和
51
年
３
月

昭
和
５2
年
３
月

平
成
６
年
３
月

平
成
９
年
８
月

平
成
14
年
12
月

平
成
１７
年
９
月

平
成
19
年
９
月

平
成
２５
年
３
月

し
、
併
置
。
校
歌
を
制
定

東
大
更
小
学
校
、
東
大
更
中

学
校
と
改
称
。
渋
川
分
教
場

を
廃
止
し
、
渋
川
小
学
校
と

し
て
独
立
校
に
な
る

創
立
88
周
年
記
念
式
典
を
挙

行大
更
、
田
頭
、
東
大
更
の
３

中
学
校
を
統
合
し
、
西
根
中

学
校
を
創
立
。
そ
の
東
大
更

校
舎
と
な
る
。

創
立
100
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
。
校
章
を
制
定
。

本
校
舎
新
築
竣
工

木
造
特
別
校
舎
移
転
改
築
が

落
成

校
旗
を
作
成

現
在
の
校
舎
が
落
成
。
創
立

120
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

西
根
町
、
松
尾
村
、
安
代
町

が
合
併
し
、
八
幡
平
市
立
東

大
更
小
学
校
と
改
称

創
立
130
周
年
記
念
式
典
を
挙

行東
大
更
小
学
校
閉
校

文化祭で発表する劇の衣装を着た6年生（昭和25年）

ピカピカの新入生たち（昭和60年）
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田
山
中
学
校
閉
校

　
田
山
中
学
校
の
閉
校
式
は
３
月
24
日
、

田
山
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
卒
業
生
や
関
係
者
ら
約

２
３
０
人
が
出
席
し
、
地
域
と
共
に
歩
み

続
け
た
同
校
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
全
校
生
徒
23
人
が
学
び
舎や

で
あ
る
田
山
中
学
校
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
親
子
で
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と

に
、
感
慨
に
ふ
け
る
場
面
な
ど
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
式
典
終
盤
に
は
、
出
席
者
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
。
佐
藤
雄ゆ
う
し
ん心
校
長
か
ら
田

村
市
長
へ
と
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
六
十
六

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
田
山
中
学
校
校
門
付
近

で
、
記
念
碑
の
除
幕
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
埋
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
碑
に
は
「
誇

り
と
伝
統　

永
遠
に
輝
け　

田
山
魂
」と

地域と共に歩み
支え合った66年に
感謝し歴史を閉じる

田
山
中
学
校
　
校
歌作

詞
・
高
橋
九
一

作
曲
・
小
山
亮
子

一
、
久
遠
の
神
秘
　
秘
め
も
ち
て

　
　
巍
然
と
そ
び
ゆ
る
　
矢
神
岳

　
　
麓
に
映
ゆ
る
　
学
び
舎
に

　
　
自
由
の
鐘
は
　
こ
だ
ま
す
る

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

二
、
智
徳
の
谷
は
　
深
く
と
も

　
　
千
里
の
峰
は
　
高
く
と
も

　
　
あ
こ
が
れ
集
う
　
若
人
を

　
　
彼
岸
に
渡
す
　
虹
の
橋

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

三
、
春
秋
色
は
　
移
れ
ど
も

　
　
変
ら
ぬ
永
遠
の
　
愛
の
道

　
　
明
る
き
庭
に
　
手
を
と
り
て

　
　
清
め
ん
友
よ
　
善
と
美
を

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

全校生徒23人が気持ちを込めて
「仰げば尊し」を合唱しました
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田
山
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に
創
立
。

現
在
の
校
舎
に
は
、昭
和
40
年
に
移
転
し
、

こ
れ
ま
で
六
十
六
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

ま
し
た
。校
訓
は
、「
進
取
・
友
愛
・
克
己
」

で
、
そ
の
中
の「
友
愛
」が
表
す
と
お
り
、

福
祉
活
動
が
活
発
な
学
校
で
し
た
。
り
ん

ど
う
苑
の
訪
問
や
ふ
れ
あ
い
弁
当
の
配
達

な
ど
を
長
年
続
け
て
い
て
、
平
成
24
年
９

月
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
す

る
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
競
技
の
成
績
は
全
国
に

名
を
残
す
だ
け
で
は
な
く
、
卒
業
生
と

し
て
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
季
五
輪
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
三

ケ
田
礼
一
氏
を
輩
出
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
に
も
力
を
注
い
で
き
た
学
校
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
４
７
１
５
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
安
代
中
学
校

に
統
合
と
な
り
ま
す
。

昭和２２年４月

昭和25年12月

昭和２７年４月

　　　　10月

昭和28年３月

昭和31年10月

昭和38年４月

昭和40年３月

昭和41年３月

昭和52年９月

昭和53年１月

昭和63年１１月

平成元年１１月

平成８年10月

平成９年３月

　　　　９月

平成１１年１１月

平成１７年９月

平成24年９月

平成25年３月

学制改革により、田山村

立田山中学校を創立。田

山小学校に併設し、舘市、

花輪鉱山に分教室を設置

旧校舎が落成

舘市、花輪鉱山両分教室

を廃止、独立校となる。

校歌を披露

２７年度卒業生が校旗を寄

贈

荒沢村、田山村の合併に

より、安代町立田山中学

校と改称

田山、舘市、花輪鉱山の

各中学校を廃止。３校統

合による安代町立田山中

学校を設置

統合田山中学校新校舎に

移転

袰部分校を廃止

校旗更新

創立30周年記念式典なら

びに祝賀会を開催

校舎の大規模改修が完了

体育館の改築工事が完了

社会福祉功労県知事賞を

受賞

教育目標を改定。校訓「進

取・友愛・克己」を制定

創立５０周年記念式典、祝

賀会およびモニュメント

除幕式を開催

福祉教育推進厚生大臣感

謝状を受賞

西根町、松尾村、安代町

が合併し、八幡平市立田

山中学校と改称

ボランティア功労者に対

する厚生労働大臣表彰を

受賞

田山中学校閉校

刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
脇
に
手
紙
や
文
集

な
ど
を
収
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
め

ら
れ
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
は
、
９
年
後
の

２
０
２
２
年
８
月
に
開
封
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
新
安
比
温
泉
静
流
閣
で
思
い

出
を
語
る
会
が
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
学
校

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
ら
16
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

これまでの歩み

タイムカプセルが埋められました

テーブルマナー
教室が開かれて
いました

（年代不明）

今も昔も運動会は
盛り上がります

（昭和58 年）
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■ 

合
併
後
も
同
じ
投
票
区

　
私
た
ち
が
選
挙
で
投
票
す
る
際
、
投
票

区
と
い
う
も
の
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
票
区
と
は
、
投
票
日
に
ど
こ
の
投
票
所

で
投
票
す
る
か
を
定
め
た
も
の
で
、
市
の

現
状
は
左
の
と
お
り
で
す（
数
字
は
、
平

成
24
年
12
月
16
日
執
行
し
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
時
の
も
の
）。

　
こ
れ
ま
で
、
市
で
行
わ
れ
た
選
挙
は
、

合
併
前
の
旧
町
村
の
投
票
区
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
ぎ
、
計
44
カ
所
で
編
成
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
１
投
票
区
当
た
り
の
平
均

よ
り
少
な
い
５
０
０
人
未
満
の
投
票
区

は
、
26
投
票
区
で
、
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

■ 

投
票
区
・
投
票
所
の
課
題

　
こ
れ
ま
で
の
投
票
区
で
は
、
次
の
よ
う

な
課
題
や
現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

❶
有
権
者
数
が
少
な
い
投
票
区

　
現
在
、
一
部
の
投
票
区
で
は
、
人
口
減

少
に
伴
い
、
有
権
者
数
が
減
少
。
投
票
立

会
人
の
選
任
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
場
所

が
あ
り
ま
す（
グ
ラ
フ
１
を
参
照
）。

❷
投
票
方
法
の
変
化

　
期
日
前
投
票
者
が
増
え
、
選
挙
当
日
に

投
票
所
で
投
票
す
る
有
権
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
２
を
参
照
）。

❸
環
境
が
不
十
分
な
投
票
所
施
設

　

施
設
面
で
は
、「
建
物
や
駐
車
場
が
狭

い
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
対
応
が
不
十
分

で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
入
場
し
や
す

い
環
境
と
は
い
え
な
い
」「
老
朽
化
し
て
い

る
」と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

■ 

見
直
し
の
目
的
と
基
準

　
こ
れ
ら
の
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、
投

票
し
や
す
い
環
境
を
考
慮
し
て
再
編
し
た

投
票
区
の
素
案
を
表
１
に
示
し
ま
す
。

　
再
編
の
基
準
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

❶
投
票
区
の
適
正
規
模
を
有
権
者
数
１
千

人
か
ら
お
お
む
ね
３
千
人
を
基
本
と
し
、

十
分
な
会
場
面
積
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
ど

を
有
し
、
適
正
な
投
票
事
務
が
執
行
管
理

で
き
る
投
票
所
と
す
る
。

❷
投
票
区
は
、
小
学
校
区
を
基
本
と
し
、

▪市内投票区の現状
▶各地区の投票区数
地区 投票区数
西根 ２２投票区（昭和41年～）
松尾 ７投票区（昭和47年～）
安代 15投票区（昭和62年～）

▶選挙人名簿登録者数＝計 24,281人

有
権
者
数

１番少ない投票区 100 人
１番多い投票区 2,534 人
１投票区当たりの平均 552 人
 500人未満の投票区 26投票区

投
票
所
数
を
４４
➡
１5
へ

再
編
す
る
素
案
作
成

20

25

30

35

人

数

（千人）

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

人口

選挙人名簿
登録者数

30,901

人数　（人）

30,496 30,042 29,577 29,172 28,704

25,912 25,624 25,395 25,093 24,810 24,553

グラフ１　人口と選挙人名簿の登録者数

投
票
率

（％）

全体の投票率
投票者数における期日前
投票者の割合

10

20

30

40

50

60

70

80

投票率 
（％）

Ｈ19
県議
選

Ｈ19
参議
院選

Ｈ21
衆議
院選

Ｈ21
市長
選

Ｈ22
市議
選

Ｈ22
参議
院選

Ｈ23
知事
選

Ｈ23
県議
選

Ｈ24
衆議
院選

■ 全体 71.71 59.89 72.13 77.38 76.51 58.23 65.61 65.52 60.57
■ 期日前 12.13 16.27 17.99 19.45 17.91 22.02 21.12 21.01 22.49

グラフ２　全体の投票率と期日前投票者数の割合
統
廃
合
さ
れ
た
小
学
校
が
あ
る
場
合
は
、

統
廃
合
前
の
小
学
校
区
も
考
慮
す
る
。

❸
投
票
所
は
、
原
則
、
学
校
、
地
区
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
、
ま
た
は
公
共
的
施

設
と
し
、
位
置
な
ど
の
面
で
投
票
所
と
し

て
適
当
な
施
設
と
す
る
。

　
14
㌻
か
ら
は
、
実
施
時
期
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

投
票
し
や
す
い
環
境
を
目
指
し
て
投
票
区
を
見
直
し

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、投
票
区
・

投
票
所
の
見
直
し
を
行
い
、そ
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。３
月
２１
日
に
全
世
帯
に
配
布
し
た「
八

幡
平
市
投
票
区
等
見
直
し（
素
案
）【
概
要
版
】」で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
１１
日
㈭
ま

で
皆
さ
ん
の
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
説
明
会

を
開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
伺
い
、
見
直
し
案
作
成
の
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。
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現行 投票区見直し後

投票区 投票所施設名 名簿
登録者 投票区 投票所施設名 名簿

登録者 備考

第1 大更公民館 2,534 
第1 大更公民館 2,491 

現行の第1の一部
と第3、第7を統
合

第3 両沼公民館 860 
第7 北村公民館 654 
第4 五百森公民館 579 

第2 大更小学校体育館 3,075 
現行の第１の一部
と第4、第6、第
8を統合

第6 山後公民館 317 
第8 松川公民館 622 
第2 山子沢地区転作研修センター 837 

第3 東大更小学校体育館 1,246 現行の第2、第5
を統合第5 渋川小学校体育館 409 

第9 中村地区集落センター 707 
第4 田頭小学校体育館 2,061 現行の第9、第

10、第11を統合第10 田頭公民館 703 
第11 川前公民館 651 
第12 平笠小学校体育館 942 第5 平笠小学校体育館 942 現行を維持
第13 平舘体育館 1,860 

第6 平舘小学校体育館 2,523 現行の第13、第
14、第15を統合第14 笹目集会所 433 

第15 堀切児童館 230 
第16 寺田柔剣道場 619 

第7 寺田小学校体育館 2,042 
現行の第16、第
17、第18、第19、
第20、第21、第22
を統合

第17 荒木田地域体育館 350 
第18 野口地区転作営農センター 236 
第19 若谷地野菜栽培管理センター 170 
第20 上関地区集落センター 408 
第21 土沢地区集落センター 114 
第22 新田地区コミュニティセンター 145 
第23 松尾地区公民館時森分館 514 

第8 松野小学校体育館 2,495 
現行の第23、第
24、第25、第26を
統合

第24 松尾地区公民館谷地中分館 229 
第25 松野小学校体育館 1,547 
第26 松尾地区公民館中沢分館 205 
第27 寄木小学校体育館 1,476 

第9 寄木小学校体育館 1,820 現行の第27、第28
を統合第28 松尾地区公民館上寄木分館 344 

第29 松尾地区公民館柏台分館 1,098 第10 松尾地区公民館柏台分館 1,098 現行を維持
第30 細野地区農村婦人の家 247 

第11 畑生活改善センター 797 現行の第30、第
31、第32を統合第31 畑生活改善センター 378 

第32 小屋畑公民館 172 
第33 中央生活改善センター 991 

第12 安代地区体育館 1,721 
現行の第33、第
34、第35、第37を
統合

第34 曲田公民館 160 
第35 五日市生活改善センター 439 
第37 目名市公民館 131 
第36 浅沢神楽伝承館 408 第13 浅沢神楽伝承館 408 ※検討期間の設置
第38 苗代沢農村総合管理施設 100 

第14 田山小学校体育館 1,277 
現行の第38、第
39、第40、第41、
第42を統合

第39 田山公民館 589 
第40 平又長者前公民館 110 
第41 折壁自治公民館 328 
第42 日泥公民館 150 
第43 舘市生活改善センター 180 

第15 舘市生活改善センター 285 第43、第44を統合 
※検討期間の設置第44 兄川公民館 105 

合計 24,281 合計 24,281

表１　現行の投票区と投票区見直し（素案）の一覧　（名簿登録者数は平成24年12月３日選挙時登録のもの）

※３月21日に配布した「八幡平市投票区等見直し（素案）【概要版】」の第２、３、５、６、７、８投票区の名簿登録者数に誤りがありました。
おわびして訂正します。
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回
、
午
後
３
回
、
計
６
回
運
行
し
ま
す
。

た
だ
し
、
安
全
面
を
配
慮
し
て
乗
降
場
所

は
定
め
ら
れ
た
所
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は
、
有

権
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
賃
を
無
料
と
し
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
な
い
投
票
日

前
日
の
土
曜
日
は
、
無
料
の
臨
時
バ
ス
を

期
日
前
投
票
所
ま
で
１
日
１
回
程
度
運
行

し
ま
す
。

■ 
投
票
区
と
実
施
時
期

　
投
票
区
見
直
し
の
素
案
づ
く
り
で
は
、

有
権
者
数
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
学
校
区
と
い
っ
た
地
域
の
つ
な
が

り
を
考
慮
し
、
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
結
果
、
現
行
投
票
所
と
見
直

し
後
の
投
票
所
ま
で
の
距
離
が
、
６
㌔
以

上
離
れ
て
い
る
投
票
所（
第
13【
浅
沢
神
楽

伝
承
館
】・
第
15【
舘
市
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
】投
票
区
）に
つ
い
て
は
、
当
面
、
検

討
期
間
を
設
け
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
投
票

所
は
、
今
後
の
期
日
前
投
票
で
の
投
票
率

や
有
権
者
数
の
推
移
な
ど
を
見
な
が
ら
、

見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
見
直
し
後
の
投
票
区
は
、
２５
年

１０
月
１
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ

る
市
長
選
挙
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
後
執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
選

挙
を
表
２
に
示
し
ま
す
。

■ 

期
日
前
投
票
所
の
拡
充

　
投
票
率
向
上
の
た
め
、
期
日
前
投
票
の

拡
充
も
併
せ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
内
３
カ
所（
西
根
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
、松
尾
・
安
代
両
総
合
支
所
）

で
開
設
し
て
い
た
期
日
前
投
票
所
に
、
大

更
、
田
頭
、
平
舘
、
寺
田
、
柏
台
、
田
山

地
区
を
加
え
、
市
内
全
９
カ
所
で
期
日
前

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
表
３
に
、
期
日
前
投
票
所
と
開
設
日
数

の
一
覧
を
示
し
ま
す
。
新
設
さ
れ
る
期
日

前
投
票
所
は
、
投
票
日
の
３
日
前
か
ら
開

設
し
ま
す
。

■ 

交
通
手
段
を
確
保

　
見
直
し
に
よ
る
投
票
所
が
遠
く
、
交
通

手
段
が
無
い
と
い
う
状
況
も
考
え
、
投
票

日
、
期
日
前
投
票
と
も
に
交
通
手
段
を
準

備
し
ま
す
。

　
投
票
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
投
票
所
か

ら
見
直
し
後
の
投
票
所
ま
で
、
臨
時
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。
臨
時
バ
ス
は
、
午
前
３

表２　今後執行が予定されている選挙
区分 任期満了日 選挙名 前回選挙期日

現行 25年７月28日 参議院議員通常
選挙 19年７月29日

検討期間となる
選挙

25年10月１日 市長選挙 21年9月27日

26年４月30日 市議会議員選挙 22年４月25日

27年９月10日 知事・県議会議
員選挙 23年9月11日

※第13投票区（浅沢神楽伝承館）と第15投票区（舘市生活改善セン
ター）は検討期間中の選挙の動向を検討して見直し

表３　期日前投票所の会場と開設日数

施設名
選挙の区分と開設日数

市長、
市議会

国民
審査 県議会 衆議院 知事、

参議院
【既】西根地区市民センター

６日 ７日 ８日
11日 16日

【既】松尾総合支所 ７日 ８日【既】安代総合支所
【新】大更公民館

３日
【新】田頭公民館
【新】平舘公民館
【新】寺田公民館
【新】松尾地区公民館柏台分館
【新】田山支所

■ 

そ
の
他
の
見
直
し
の
内
容

　
そ
の
他
の
選
挙
区
見
直
し（
素
案
）の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
投
票
受

け
付
け
を
全
投
票
所
に
導
入

▼
投
票
区
ご
と
に
地
元
の
投
票
管
理
者
・

事
務
従
事
者
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
災
害
時
に
対
応
で
き
る

人
員
を
確
保

▼
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
見
直
し
も
同
時
に

行
い
、
現
在
３
０
６
カ
所
あ
る
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
を
１
３
０
カ
所
程
度
に
削
減
、
掲

示
場
の
設
置
場
所
も
併
せ
て
見
直
し

▼
国
の
委
託
費
削
減
に
対
応
し
て
選
挙
執

行
経
費
の
支
出
を
抑
え
、
市
長
選
挙
、
市

議
会
議
員
選
挙
な
ど
市
が
主
体
の
選
挙
執

行
費
用
の
支
出
を
抑
制

　
次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
今
後
、
開
催
を
予

定
し
て
い
る
説
明
会
の
日
程
と
会
場
を
掲

載
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局（
☎
・
内
線
１
２
２
６
）ま
で
。

バーコードリーダーに
より受け付けが効率化
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■市民説明会の会場と日程 ※全会場とも午後 7時から

回 現在の投票所 説明会会場 期日

1 大更公民館の一部（駅前一区、上町、仲町）、両沼公民館、
北村公民館 大更公民館 4月10日（水）

2 大更公民館の一部（駅前二区、下町）、五百森公民館、山
後公民館、松川公民館 大更公民館 4月11日（木）

3 平舘体育館、笹目集会所、堀切児童館 平舘公民館 4月13日（土）

4 山子沢地区転作研修センター、渋川小学校体育館 山子沢地区転作研修センター 4月15日（月）

5
中村地区集落センター、田頭公民館、川前公民館

田頭公民館 4月16日（火）
平笠小学校体育館

6 松尾地区公民館時森分館、松尾地区公民館谷地中分館、松
野小学校体育館、松尾地区公民館中沢分館 松尾地区公民館 4月17日（水）

7
寄木小学校体育館、松尾地区公民館上寄木分館

松尾地区公民館 4月18日（木）
松尾地区公民館柏台分館

8
寺田柔剣道場、荒木田地域体育館、野口地区転作営農セン
ター、若谷地野菜栽培管理センター、上関地区集落セン
ター、土沢地区集落センター、新田地区コミュニティセン
ター

寺田公民館 4月20日（土）

9 細野地区農村婦人の家、畑生活改善センター、小屋畑公民
館 畑生活改善センター 4月22日（月）

10 中央生活改善センター、曲田公民館、五日市生活改善セン
ター、目名市公民館 安代地区公民館 4月23日（火）

11 浅沢神楽伝承館 浅沢神楽伝承館 4月24日（水）

12 苗代沢農村総合管理施設、田山公民館、平又長者前公民館、
折壁自治公民館、日泥公民館 田山公民館 4月25日（木）

13 舘市生活改善センター、兄川公民館 舘市生活改善センター 4月30日（火）

　市選挙管理委員会では、見直しにあたって
皆さんからの「投票区等見直し（素案）」に対す
る意見を募集しています。
■資料の閲覧場所　市選挙管理委員会事務局

（総務課内）、松尾総合支所地域振興課、安代
総合支所地域振興課、市ホームページ
■受付期間　４月11日㈭まで
■提出方法　❶郵送（〒028-7192　大更35-
62、市選挙管理委員会事務局）、 ❷ファクス

（75-0469）、❸電子メール（senkan@city.
hachimantai.lg.jp）のいずれかで提出願いま
す（様式は任意のもの）。　※意見は、日本語
で記入し、住所・氏名・電話番号を明記して
ください。これらの記入がない場合、提出意

皆さんの意見でよりよい選挙を
見直し（素案）への意見を募集中

見書として取り扱いができ
ません。
■意見の公表　提出された
意見は、市選挙管理委員会
の考え方を付記し、その内
容を公表する予定です（氏
名などは公表しません）。
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道
課
と
下
水
道
課
を
統
合
、
の
３
点
で
す
。

　
な
お
、
統
合
し
た
後
、
場
所
が
変
更
と
な
っ
た

課
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
窓
口
で
対
応
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
の
行
政
組
織
・
機
構
を
一

部
再
編
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
改
正
点
は
、❶
税
務
課
と
収
納
課
を
統
合
、

❷
地
域
福
祉
課
と
児
童
福
祉
課
を
統
合
、
❸
上
水

４
月
か
ら
市
の
行
政
組
織
・
機
構
を
一
部
再
編

岡田 久　氏

武
田
常
徳
氏
が
副
市
長
を
辞
任

岡
田
久
氏
が
新
副
市
長
に
就
任

　

武
田
常つ

ね

徳の
り

氏（
66
）＝
山
子
沢
＝

が
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
副
市
長
を

退
任
し
ま
し
た
。

　
武
田
氏
は
、
平
成
15
年
に
旧
西
根

町
助
役
に
就
任
。合
併
後
も
市
助
役
、

副
市
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
市
政
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
退
任
式
は
３
月
29
日
、
市
役
所
本

庁
で
行
わ
れ
、
武
田
氏
は
、「
こ
れ

か
ら
も
職
員
が
一
体
と
な
り
、
市
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
後
任
は
、
前
企
画
総
務
部
長
の
岡

田
久
氏（
60
）＝
舘
腰
＝
で
、
こ
れ
か

ら
も
市
の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
25
年

４
月
１
日
か
ら
29
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

　
岡
田
久（
お
か
だ
・
ひ
さ
し
）　
拓

殖
大
学
卒
。
昭
和
52
年
西
根
町
役
場

入
庁
。
西
根
町
・
松
尾
村
・
安
代
町

合
併
協
議
会
事
務
局
次
長
や
総
合
政

策
課
長
な
ど
を
務
め
、
23
年
４
月
企

画
総
務
部
長
。
24
年
３
月
市
役
所
を

退
職

多
く
の
職
員
に
拍
手
で
送
ら
れ
る

武
田
常
徳
前
副
市
長

所属課など 係名 主な再編内容
企画総務部

市長公室

秘書広報係
総合政策係
財政係

情報統計係 総務課から地域情
報係を移設

総務課
行政係
消防防災係
契約管財係

地域振興課 地域振興係
協働推進係

庁舎建設推進室

税務課

市民税係
税務課と収納課を
統合

資産税係
収納管理係
収納整理係

市民福祉部

市民課

戸籍住民係
環境衛生係
地域安全係
国保年金係

地域福祉課

福祉総務係 地域福祉課と児童
福祉課を統合
生活福祉係を福祉
総務係と生活保護
係の２係に再編

生活保護係
障がい福祉係
児童福祉係
子育て支援係

健康福祉課（地
域包括支援セン
ター）

地域医療係
健康推進係
高齢福祉係
包括支援センター係

産業部

農政課 農政係
畜産係

商工観光課
商工労政係
観光振興係
企業立地推進係

建設部

建設課

管理係
土木係
建築係
都市計画係

所属課など 係名 主な再編内容
建設部

上下水道課
経理係

上水道課と下水道
課を統合維持管理係

工務係
病院・診療所

西根病院 医局
事務局

安代診療所 医局
事務室

田山診療所 医局
事務室

会計課

会計課 審査係
出納係

西根総合支所

地域振興課 地域振興係
協働推進係

松尾総合支所

地域振興課 地域振興係
市民福祉係

安代総合支所

地域振興課 地域振興係
市民福祉係

田山支所 市民係

土木林業課 林業係
産業建設係

議会
事務局 議事係
選挙管理委員会
事務局
監査委員
事務局
農業委員会

事務局 農地調整係
農業振興係

教育委員会

学校教育課
総務係
学事係
指導係

生涯学習課 生涯学習係
体育振興係

国体推進室

行政組織・機構の一覧
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所
属

職
名

氏
名

総務課

主
任

中
軽
米
　
　
　
健

契
約
管
財
係
長

古
　
川
　
伸
　
也

主
任

高
　
橋
　
百
合
子

主
任

松
　
尾
　
智
　
幸

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

高
　
橋
　
健
四
郎

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

工
　
藤
　
四
次
郎

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

小
野
寺
　
瑞
　
夫

課
付（
主
任
級
・
陸
前
高
田
市
派
遣
）

伊　
藤　
徹　
哉

課
付（
主
事
級
・
大
槌
町
派
遣
）

沼　
田　
　
　
崇

地域振興課

課
長
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長

工
　
藤
　
　
　
健

地
域
振
興
係
長
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
地

域
振
興
係
長

金
田
一　
捷　
誠

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

西
　
田
　
光
　
吉

課
長
補
佐
兼
協
働
推
進
係
長
兼
西
根
総
合
支

所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
協
働
推
進
係
長

高
　
橋
　
政
　
典

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

中
軽
米
　
真
　
人

庁舎建設
推 進 室

室
長

工
　
藤
　
賢
　
一

室
長
補
佐

佐
　
藤
　
泰
　
平

税務課

課
長

遠　
藤　
俊　
彦

市
民
税
係
長

齋　
藤　
啓　
志

主
任

佐
々
木　
洋　
美

主
任

羽　
澤　
り
ち
子

主
任

田
　
村
　
修
　
一

主
事
補

田
　
村
　
夏
　
海

資
産
税
係
長

渡
　
辺
　
　
　
修

主
任

瀧
　
澤
　
麻
　
紀

主
事

遠
　
藤
　
佑
　
輔

主
事
補

田
　
村
　
直
　
大

主
事
補

澤
　
口
　
頼
　
太

収
納
管
理
係
長

立　
花　
　
　
浩

主
事

安　
藤　
歌
南
子

課
長
補
佐
兼
収
納
整
理
係
長

高　
橋　
順　
子

主
任

北　
口　
美
智
子

主
任

東　
本　
茂　
樹

主
任

伊　
藤　
孝　
治

主
事

北　
舘　
有　
輝

■
市
民
福
祉
部

　
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

大　
森　
光　
洋

（４月１日付）

所
属

職
名

氏
名

　
部
付（
部
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
畠
　
山
　
一
　
彦

市民課

課
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
斎
場
長

小　
林　
清　
功

課
長
補
佐

高　
橋　
益　
子

戸
籍
住
民
係
長

小
山
田
　
美
恵
子

主
事

畠
　
山
　
　
　
耕

主
事

宮
　
野
　
政
　
智

主
事

大
　
森
　
美
　
香

主
事
補

立
　
柳
　
大
　
士

主
事
補（
新
採
用
）

丹　
内　
仁　
美

環
境
衛
生
係
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
斎

場
係
長

佐　
藤　
憲　
一

主
任

高
　
橋
　
武
　
士

地
域
安
全
係
長

佐
々
木
　
　
　
仁

主
事
補
（
新
採
用
）

佐　
藤　
啓　
太

国
保
年
金
係
長

工
　
藤
　
紀
　
之

主
任

小
　
綿
　
　
　
隆

主
任

佐
々
木
　
和
　
査

主
事

舘
　
柳
　
佳
　
子

主
事

佐　
藤　
綾　
佳

主
事
補

佐
々
木
　
麻
　
美

主
事
補

遠
　
藤
　
真
　
理

課
付
（
主
任
級
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣
）

多　
賀　
理　
拡

清 掃
センター
主
任

工
　
藤
　
晴
　
彦

地域福祉課

課
長

松　
浦　
淳　
二

副
主
幹
兼
福
祉
総
務
係
長

遠　
藤　
福　
子

主
任

舘
　
柳
　
竜
　
一

課
長
補
佐
兼
生
活
保
護
係
長

遠　
藤　
竹　
弥

主
任

伊　
藤　
信　
幸

主
任
社
会
福
祉
主
事

佐
々
木
　
　
　
忍

社
会
福
祉
主
事

小
田
島
　
　
　
敦

障
が
い
福
祉
係
長

村
　
上
　
郁
　
子

主
任

坂
　
本
　
　
　
譲

主
事
補
（
新
採
用
）

関　
口　
智
恵
里

保
健
師

山　
本　
静　
子

課
長
補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長

高　
橋　
桂　
子

主
任

佐
々
木　
聡　
子

【太字＝異動者・新採用、色字＝昇任】

所
属

職
名

氏
名

■
企
画
総
務
部

　
部
長
兼
西
根
総
合
支
所
長

小
野
寺　
　
　
浩

市長公室

室
長

香　
川　
　
　
豊

室
長
補
佐

佐
々
木　
孝　
弘

室
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長

渡　
辺　
　
　
信

主
任

佐
　
藤
　
華
　
央

主
事

佐
々
木
　
優
　
聡

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

伊
　
藤
　
正
　
行

総
合
政
策
係
長

佐
々
木　
宣　
明

主
事

山　
本　
和　
範

主
事（
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
派
遣
）
中
軽
米
　
広
　
和

副
主
幹
兼
情
報
統
計
係
長

高　
橋　
　
　
浩

主
任

遠　
藤　
祐　
一

財
政
係
長

佐
々
木
　
善
　
勝

主
任

齋
　
藤
　
美
保
子

主
任

佐
々
木
　
靖
　
人

総務課

課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

松　
尾　
　
　
亮

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

津
志
田　
勇　
孝

行
政
係
長

高
　
橋
　
　
　
誠

主
任

佐
々
木
　
智
　
彦

主
任

遠
　
藤
　
園
　
子

主
事

関　
　
　
　
　
悠

消
防
防
災
係
長

畠　
山　
健　
一

主
任

遠
　
藤
　
　
　
悟

25年度
市職員

人事異動
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続
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【太字＝異動者・新採用、色字＝昇任】
所
属

職
名

氏
名

地域福祉課

主
事

下　
川　
麻
季
子

主
事

小
野
寺　
里　
美

主
任
栄
養
士

田　
村　
直　
子

副
主
幹
兼
子
育
て
支
援
係
長

葛　
西　
美
羽
子

主
任

佐　
藤　
　
　
新

主
任

佐
々
木　
晴　
美

大更保育所

所
長
兼
寺
田
保
育
所
長

森
　
　
　
寛
　
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

畠
　
山
　
ひ
ろ
み

主
任
保
育
士

高
　
橋
　
千
　
春

主
任
保
育
士

川
　
田
　
真
由
美

保
育
士

村
　
木
　
明
日
香

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

本
　
堂
　
由
紀
子

寺田保育所

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

滝　
沢　
登
美
子

主
任
保
育
士

村
　
田
　
律
　
子

保
育
士

佐
々
木
　
幸
　
恵

調
理
員
兼
用
務
員

田
　
村
　
智
　
子

松野保育所

所
長

畠
　
山
　
礼
　
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

鳥
　
居
　
和
　
枝

主
任
保
育
士

藤
　
井
　
聡
　
子

主
任
保
育
士

齋　
藤　
恵
理
子

調
理
員
兼
用
務
員

田
　
口
　
志
保
子

寄木保育所

所
長

高
　
橋
　
郁
　
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

古
　
川
　
千
恵
子

主
任
保
育
士

関
　
　
　
悦
　
子

保
育
士

遠
　
藤
　
香
　
織

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

小
　
舘
　
久
美
子

柏台保育所

所
長

工
　
藤
　
順
　
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

工　
藤　
節　
子

主
任
保
育
士

高
　
橋
　
佳
　
代

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田
　
村
　
真
　
紀

あしろ保育所

所
長
兼
あ
し
ろ
保
育
所
畑
分
園
長

金
　
澤
　
美
惠
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

大
　
森
　
玲
　
子

主
任
保
育
士

鈴
　
木
　
文
　
香

主
任
保
育
士

高　
橋　
幸　
子

保
育
士

三
　
浦
　
典
　
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

荒
　
川
　
美
津
子

畑分園

副
分
園
長
兼
主
任
保
育
士

山
　
口
　
　
　
静

所
属

職
名

氏
名

田山保育所

所
長

畠
　
山
　
卓
　
子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

佐　
藤　
ひ
と
美

保
育
士

遠
　
藤
　
美
　
咲

調
理
員
兼
用
務
員

盛
　
内
　
和
　
子

調
理
員
兼
用
務
員

目
　
時
　
史
　
恵

健康福祉課

課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

藤
　
田
　
濱
　
子

地
域
医
療
係
長

松
　
村
　
た
づ
子

主
任

松
　
村
　
利
　
紀

健
康
推
進
係
長

松
　
尾
　
淳
　
子

主
事

高
　
橋
　
稔
　
耶

主
任
栄
養
士

田
　
村
　
順
　
子

主
任
保
健
師

高
　
橋
　
悦
　
子

主
任
保
健
師

工
　
藤
　
千
　
歳

保
健
師

渡
　
辺
　
夕
　
夏

保
健
師

種
　
市
　
恵
　
美

保
健
師

伊
　
藤
　
千
　
晶

保
健
師

田　
口　
洋　
二

高
齢
福
祉
係
長

関　
　
　
貴　
之

主
事

田
　
村
　
崇
　
宏

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

高
　
橋
　
公
　
子

副
主
幹（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高
　
村
　
恵
　
子

主
任

工
　
藤
　
裕
　
志

主
事

武
　
内
　
　
　
晶

保
健
師

小
　
林
　
恵
　
美

課
付（
課
長
補
佐
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務

組
合
派
遣
）

村　
上　
直　
樹

課
付（
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
西　
山　
広　
美

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
伊
　
藤
　
健
　
児

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
遠　
藤　
由
美
子

課
付（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
三
　
浦
　
裕
　
子

■
産
業
部

　
部
長

高　
橋　
正　
明

農政課

課
長

藤
　
原
　
一
　
彦

課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

田　
村　
泰　
彦

主
事

三
　
浦
　
　
　
拓

主
事
補
（
新
採
用
）

佐
々
木　
利　
也

課
長
補
佐（
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
）

関　
本　
英　
好

主
任（
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
）

松
　
尾
　
竜
　
也

所
属

職
名

氏
名

農政課

主
事
（
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高　
橋　
孝　
徳

畜
産
係
長

高　
橋　
繁　
範

主
任

福　
士　
勝　
章

花 き 研 究
開発センター

所
長
兼
地
域
資
源
利
活
用
施
設
所
長

日
　
影
　
孝
　
志

主
査

古
　
川
　
弥
　
忍

主
任
技
師

遠
　
藤
　
　
　
満

主
任
技
師

高
　
橋
　
　
　
亮

商工観光課

課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

小
山
田　
　
　
巧

課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
兼
安
代
漆
工
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
安
比
塗
漆
器

工
房
所
長
補
佐

遠　
藤　
幸　
宏

主
任

畑
　
　
　
　
　
肇

主
事

山
　
本
　
　
　
瞳

観
光
振
興
係
長

高
　
橋
　
康
　
幸

主
事

種
　
市
　
篤
　
志

主
事

工
　
藤
　
麻
　
衣

主
事
（
新
採
用
）

古　
川　
忠　
彦

課
長
補
佐
兼
企
業
立
地
推
進
係
長

工　
藤　
久　
志

主
任

伊
　
藤
　
　
　
篤

安代漆工技術
研究センター

副
主
幹
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
副
主
幹

冨
士
原
　
文
　
隆

■
建
設
部

　
部
長

工　
藤　
孝　
栄

建設課

課
長

遠　
藤　
明　
広

管
理
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

堀
　
口
　
武
　
一

主
査

村
　
井
　
伸
　
地

主
任

関
　
　
　
　
　
満

主
事

伊
　
藤
　
真
　
平

主
事
補
（
新
採
用
）

佐
々
木　
芳　
輝

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

乙
　
部
　
一
　
男

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

伊
　
藤
　
正
　
幸

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長（
管
理
）

森　
　
　
政　
彦

主
任
技
師

立
　
柳
　
　
　
明

主
任
技
師

羽
　
澤
　
　
　
貴

主
任

土　
村　
　
　
岳

主
任

田
　
村
　
　
　
大
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所
属

職
名

氏
名

建設課

技
師

遠
　
藤
　
芳
　
彦

建
築
係
長

立　
柳　
俊　
一

主
任
技
師

竹
　
田
　
直
　
也

主
任
技
師

高
　
橋
　
伸
　
也

技
師

工
　
藤
　
郁
　
子

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
（
建
築
）

小
笠
原　
文　
彦

主
事

遠
　
藤
　
光
　
志

上下水道課

課
長

佐　
藤　
文　
城

課
長
補
佐

菅　
原　
浩　
人

課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

菅　
野　
美
津
子

主
任

高　
橋　
陽　
子

主
任

田　
村　
久　
子

主
事

向
久
保　
智　
彦

主
事

工　
藤　
竜　
也

維
持
管
理
係
長

藤　
村　
弘　
美

主
任

高　
橋　
　
　
潤

主
任

佐
々
木　
久　
禎

主
任
工
手

遠
　
藤
　
浩
　
二

工
手

北
　
口
　
建
　
人

工
務
係
長
兼
布
設
工
事
監
督
者
兼
水
道
技
術

管
理
者

工　
藤　
　
　
剛

主
任
技
師
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

小
　
林
　
　
　
慎

主
任
技
師

高
　
橋
　
和
　
幸

主
任
技
師

佐
々
木
　
　
　
誠

主
事

柳　
澤　
大　
輔

■
病
院
・
診
療
所

西根病院

病
院
長

三
　
浦
　
義
　
明

副
院
長
兼
外
科
長

瀧
　
山
　
郁
　
雄

外
科
医
長

星
　
川
　
浩
　
一

内
科
長

足
　
澤
　
美
　
樹

内
科
医
長
（
新
採
用
）

瀬　
川　
文　
香

内
科
医
長

舘
　
道
　
芳
　
徳

薬
剤
師

中
軽
米
　
　
　
宰

薬
剤
師
（
新
採
用
）

松　
浦　
広　
大

主
任
診
療
放
射
線
技
師

工
　
藤
　
悦
　
夫

診
療
放
射
線
技
師

工
　
藤
　
貴
　
洋

臨
床
検
査
技
師

坂
　
本
　
杏
　
子

臨
床
検
査
技
師

高
　
村
　
光
　
一

理
学
療
法
士

吉
　
田
　
　
　
恭

所
属

職
名

氏
名

西根病院

栄
養
士

田
　
村
　
智
　
美

看
護
師
長

吉
　
田
　
枝
美
子

看
護
主
任

伊
　
藤
　
秀
　
子

看
護
主
任

高
　
橋
　
美
津
江

看
護
主
任

佐
々
木
　
美
　
幸

看
護
副
主
任

畑
　
山
　
る
み
子

看
護
副
主
任

高
　
橋
　
玲
　
子

看
護
副
主
任

舘
　
柳
　
恵
美
子

看
護
副
主
任

高
　
橋
　
由
美
子

看
護
副
主
任

田
　
村
　
美
智
代

看
護
副
主
任

桜
　
井
　
友
　
子

看
護
副
主
任

留
　
場
　
尚
　
子

看
護
副
主
任

工
　
藤
　
惠
美
子

看
護
副
主
任

宮
　
野
　
　
　
薫

看
護
師

本
　
堂
　
由
賀
子

看
護
師

高
　
橋
　
美
　
香

看
護
師

高
　
橋
　
ひ
と
み

看
護
師

高
　
村
　
亜
寿
香

看
護
師

佐
々
木
　
里
　
美

看
護
師

工
　
藤
　
八
千
代

看
護
師

工
　
藤
　
克
　
江

看
護
師

高
　
橋
　
美
代
子

看
護
師

高
　
橋
　
美
　
樹

看
護
師

小
　
島
　
節
　
子

看
護
師

遠
　
藤
　
由
果
里

事
務
局
長

工
　
藤
　
義
　
昭

事
務
局
長
補
佐

齋
　
藤
　
恵
美
子

主
任

伊
　
東
　
光
　
広

主
任

坂
　
本
　
幸
　
子

安代診療所

診
療
所
長

和
　
田
　
　
　
進

看
護
師
長

津
　
島
　
綾
　
子

看
護
副
主
任

三
　
浦
　
百
合
子

事
務
係
長

工　
藤　
拓　
子

主
任
兼
田
山
診
療
所
主
任

佐
　
藤
　
　
　
光

准
看
護
師

森　
　
　
和　
江

田山診療所

診
療
所
長

佐
々
木
　
一
　
匡

看
護
副
主
任

佐
　
藤
　
慶
　
子

看
護
副
主
任

田　
中　
美　
香

副
主
幹
兼
事
務
係
長

佐　
藤　
令　
子

所
属

職
名

氏
名

■
会
計

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

山　
本　
正　
信

会計課

審
査
係
長

本
　
堂
　
清
　
寿

主
事

鈴　
木　
　
　
瞳

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

武
　
田
　
啓
　
子

主
任

伊　
藤　
　
　
緑

主
事

伊
　
藤
　
　
　
研

■
松
尾
総
合
支
所

　
総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長

高　
橋　
　
　
初

地域振興課

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

乙
　
部
　
　
　
勉

副
主
幹

中
軽
米
　
　
　
悟

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

泉
　
山
　
竜
　
一

主
事
補（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
補
）
伊　
藤　
真　
吾

市
民
福
祉
係
長

目
　
時
　
浩
　
一

副
主
幹

三
　
浦
　
る
み
子

主
任

高
　
橋
　
由
　
泰

主
任

遠
　
藤
　
真
知
子

主
任

大
　
澤
　
沙
　
苗

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

松
　
浦
　
末
　
男

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

石
羽
根
　
　
　
稔

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

佐
々
木
　
　
　
隆

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

高
　
橋
　
正
　
広

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

元
　
村
　
和
　
明

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

遠
　
藤
　
公
　
治

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田　
村　
　
　
仁

自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

荒
　
井
　
　
　
健

自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

門
　
屋
　
正
　
勝

自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

田
　
村
　
貴
　
史

■
安
代
総
合
支
所

　
総
合
支
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
長
兼
田
山
診

　
療
所
事
務
長

藤　
森　
　
　
恵

地域振興課

課
長（
併
任
博
物
館
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
支

配
人
）

村　
上　
輝　
身

課
長
補
佐

畠　
山　
　
　
忠

地
域
振
興
係
長
（
併
任
田
山
ス
キ
ー
場
索
道

主
任
）

工　
藤　
輝　
樹

主
任

佐
々
木
　
　
　
桂

↓
次
の
㌻
に
続
き
ま
す

19



所
属

職
名

氏
名

博物館・公民館

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
西
根
地
区

公
民
館
主
任
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
課
主
任

松　
尾　
　
　
茂

大
更
公
民
館
係
長
兼
大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
係
長

高
　
橋
　
琢
　
紀

田
頭
公
民
館
主
任
兼
田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
主
任
兼
田
頭
体
育
館
主
任

高
　
橋
　
美
　
穂

係
長
兼
平
舘
体
育
館
係
長

遊
　
坐
　
栄
　
一

寺
田
公
民
館
係
長
兼
寺
田
活
性
化
セ
ン
タ
ー

係
長
兼
西
根
歴
史
民
俗
資
料
館
係
長
兼
寺
田

柔
剣
道
場
係
長

藤
　
原
　
重
　
良

松
尾
地
区
公
民
館
長
補
佐
兼
松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
松
尾
歴
史
民
俗
資
料
館
長

補
佐
兼
松
尾
ふ
れ
あ
い
文
化
伝
承
館
長
補
佐

田　
村　
英　
典

松
尾
地
区
公
民
館
主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主

任
作
業
員

千　
葉　
　
　
正

安
代
地
区
公
民
館
主
事

畑
　
　
　
　
　
敢

退職（３月３１日付）

所
属

職
名

氏
名

地域振興課

主
任

佐　
藤　
　
　
学

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

安
　
保
　
千
　
博

課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長
（
併
任
田
山
ス

キ
ー
場
副
支
配
人
）

阿　
部　
正　
昭

主
任

関
　
口
　
清
　
行

主
事

中
川
原　
文　
香

田山支所

支
所
長
兼
市
民
係
長
（
併
任
田
山
公
民
館
長

補
佐
兼
田
山
体
育
館
長
補
佐
兼
田
山
ス
ポ
ー

ツ
交
流
館
長
補
佐
）

種　
市　
芳　
子

主
任
（
併
任
田
山
公
民
館
主
任
）

小
山
田　
龍　
司

土木林業課

課
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
長

北　
舘　
修　
吾

林
業
係
長

田
　
村
　
春
　
彦

主
事
補

佐
々
木　
亜
久
里

課
長
補
佐
兼
産
業
建
設
係
長

米　
田　
直　
光

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

橋　
本　
光　
幸

主
任（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

山
　
本
　
大
　
輔

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

畠
　
山
　
和
　
義

防災ダム
管理所

所
長
補
佐

遠
　
藤
　
武
　
彦

■
議
会
事
務
局

　
議
会
事
務
局
長

高　
橋　
敏　
彦

議　会
事務局

事
務
局
長
補
佐

黒
　
澤
　
博
　
範

議
事
係
長

佐
々
木　
由
理
香

主
事

北
　
口
　
拓
　
也

■
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選　管
事務局
係
長

伊　
藤　
純　
子

■
監
査
委
員
事
務
局

監査

事
務
局
長

松　
村　
錦　
一

主
任

関
　
　
　
宏
　
典

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農業委員会
事　務　局

事
務
局
長

遠　
藤　
　
　
等

農
地
調
整
係
長

津
　
島
　
佐
智
幸

主
事

齊
　
藤
　
清
　
香

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

畑
　
山
　
直
　
已

主
任

清　
川　
智　
紀

主
事

高
　
橋
　
　
　
慶

岡　田　　　久（前企画総務部長）
津志田　徳　悦（前市民福祉部長等）
田　村　　　勇（前産業部長）
畑　　　孝　夫（前建設部長）
高　橋　三　夫（前松尾総合支所長等）
関　　　敏　博（前安代総合支所長）
工　藤　定　男（前会計管理者兼会計課長）
鈴　木　伸　也（前議会事務局長）
種　市　光　則（前市民課長等）
工　藤　　　正（前商工観光課長等）
畠　山　弘　明（前監査委員事務局長）
宮　﨑　敏　彦（前安代総合支所地域振興課長等）
田　村　昌　治（前学校教育課長等）
遠　藤　富喜子（前市民課長補佐）
伊　藤　時　彦（前農政課長補佐）
工　藤　明　男（前生涯学習課長補佐等）
佐々木　寿　美（前松尾地区公民館副主幹等）
田　村　幸　三（前総務課主任自動車運転手等）

所
属

職
名

氏
名

■
教
育
委
員
会
事
務
局

　
教
育
次
長

高
　
橋
　
一
　
夫

学校教育課

課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

工　
藤　
加
寿
子

課
長
補
佐

渋
　
谷
　
栄
　
光

総
務
係
長

及　
川　
隆　
二

主
事

元　
木　
洋　
介

学
事
係
長

阿
　
部
　
春
　
美

主
任

高
　
橋
　
洋
　
子

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
主
任
指
導
主
事

照
　
井
　
正
　
孝

生涯学習課

課
長
兼
国
体
推
進
室
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
西
根
地
区
公
民
館
長
兼
安
代

地
区
公
民
館
長
兼
田
山
公
民
館
長
兼
田
山
体

育
館
長
兼
田
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
長

小
山
田　
克　
則

課
長
補
佐

中
軽
米
　
昭
　
彦

生
涯
学
習
係
長
兼
博
物
館
係
長

多
　
田
　
和
　
雄

主
事

泉
　
山
　
美
　
穂

主
事
補
兼
博
物
館
主
事
補

畠
　
山
　
慎
　
吾

課
長
補
佐
兼
体
育
振
興
係
長
兼
社
会
教
育
主
事
三　
浦　
剛　
喜

主
任

畠　
山　
　
　
拓

主
任
兼
国
体
推
進
室
主
任

高
　
橋
　
　
　
亮

主
事

阿
　
部
　
正
　
陽

国　体
推進室
室
長
補
佐

高　
橋　
賢　
悦

小・中学校

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

関
　
　
　
た
え
子

田
頭
小
学
校
主
任
用
務
員

松
　
村
　
一
　
夫

平
舘
小
学
校
主
任
用
務
員

熊　
谷　
睦　
子

寺
田
小
学
校
主
任
用
務
員

佐
　
藤
　
　
　
智

安
代
小
学
校
用
務
員

松　
尾　
弘　
樹

田
山
小
学
校
用
務
員

安　
保　
美
由
樹

西
根
中
学
校
主
任
用
務
員

小
　
林
　
和
　
博

西
根
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

中
　
村
　
健
　
悦

松
尾
中
学
校
主
任
用
務
員

工
　
藤
　
　
　
信

安
代
中
学
校
主
任
用
務
員

中
　
村
　
正
　
利

学校給食
センター

所
長
補
佐

高
　
橋
　
石
　
夫

西
根
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

工
　
藤
　
能
　
久

安
代
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

佐　
藤　
由　
子

図書館

図
書
館
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
兼
西
根
地
区
公
民
館
長
補
佐
兼
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長
補
佐

鈴　
木　
弘　
志

【太字＝異動者・新採用、色字＝昇任】
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冬
季
の
通
行
止
め
期
間
が
終
わ
り

「
雪
の
回
廊
」が
見
ら
れ
る
季
節
に

　
人
権
擁
護
委
員
に
、
大
森
貞
子
さ
ん（
秋
葉
）が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
事
や
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
日
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
戸
籍

住
民
係（
内
線
１
１
３
１
）ま
で
。

　
市
の
新
庁
舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
建
設
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
３
月
４
日
、
建
設
予
定
地（
野
駄
地

内
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
関
係
者
ら
約

50
人
が
出
席
。
田
村
正
彦
市
長
が
く
わ
入
れ
を
行

い
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階

建
て
で
、
延
べ
床
面
積
は
５
５
０
０
平
方
㍍
。

鉄
骨
平
屋
造
り
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
建
設
も
同

時
に
行
い
ま
す
。
事
業
費
の
概
算
は
、
庁
舎
建

設
が
20
億
５
７
３
８
万
円
、
多
目
的
ホ
ー
ル
が

４
億
３
４
２
３
万
円
で
、
用
地
造
成
な
ど
を
含
め

る
と
計
30
億
８
５
９
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
平
成
26
年
11
月

の
使
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
八
幡
平
ア
ス

ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
と
八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン
が
開
通
し

ま
す
。ま
た
、開
通
に
合
わ
せ
、「
桜
と
雪
の
回
廊
」

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
開
通
日
時（
予
定
）

▼
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
＝
４
月
19
日
㈮
、
午
前
10

時
か
ら

▼
樹
海
ラ
イ
ン
＝
４
月
26
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら

■「
桜
と
雪
の
回
廊
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容　
対

象
と
な
る
観
光
施
設
の
う
ち
３
カ
所
の
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
特
産
品
が
当
た

り
ま
す
。
期
間
は
、
４
月
19
日
㈮
か
ら
５
月
31
日

㈮【
当
日
消
印
有
効
】ま
で
。

　
詳
し
く
は
、市
観
光
協
会（
☎
７
８
・
３
５
０
０
）

ま
で
。

大森貞子さん

新
庁
舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
建
設
の

安
全
祈
願
祭
を
行
い
工
事
を
開
始

人
権
擁
護
委
員
に
大
森
貞
子
さ
ん

引
き
続
き
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

工事の安全を願い、田村市長がくわ入れ

八幡平市義援金受付専用口座
▷岩手銀行平舘支店（普通）2043429
▷北日本銀行平舘支店（普通）7040775
▷盛岡信用金庫西根支店（普通）0279231
▷新岩手農協西根中央支所（普通）0018889
■口座名義
「東北地方太平洋沖地震災害義援金　八幡平
市会計管理者」
※窓口振込手数料は無料です。

義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
月
21
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

◆
銀
行
振
り
込
み
（
表
記
は
通
帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
３
千
円　
オ
ク
ダ　
ユ
カ

◆
市
役
所
窓
口
扱
い

▽
２
万
２
２
８
７
円　
Ａ
ｉ
理
Ａ
ｉ
美
サ
サ
キ

（
復
興
支
援
の
た
め
作
成
し
た
小
物
の
売
り
上
げ
の

一
部
）

長
い
通
行
止
め
期
間
が
終
わ
り

「
雪
の
回
廊
」が
ま
た
見
ら
れ
ま
す
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各課からのHOT LINE

助
金
を
受
け
て
い
な
い

■
対
象
者　
❶
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

ま
た
は
、
工
事
完
了
時
に
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
❷
対
象
住
宅
に
住
ん
で
い
る

人
❸
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
人
❹

過
去
に
同
じ
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

❺
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

■
助
成
額　
工
事
費
用
の
５
分
の
１
以

内（
上
限
20
万
円
）を
八
幡
平
市
共
通
商

品
券
で
交
付

◎
耐
震
診
断
・
改
修
工
事

【
耐
震
診
断
】　
※
無
料

■
対
象
住
宅　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

着
工
し
た
在
来
木
造
住
宅

■
募
集
戸
数　
10
戸

【
耐
震
改
修
】

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結
果
、
判

定
値
が「
１
・
０
未
満
」と
診
断
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
改
修

■
対
象
者　
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い

な
い
人

■
助
成
額　
改
修
費
用
の
2
分
の
１
以

内（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　
２
戸

◎
被
災
住
宅
の
復
旧
・
補
修
資
金

　
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
実
施
し

た
も
の
が
対
象
。
申
し
込
み
が
で
き
る

人
は
、
自
ら
が
住
む
市
内
の
住
宅
が
被

災
し
、
り
災
証
明
書
を
受
け
た
人
で
す
。

❶
災
害
復
興
住
宅
利
子
補
給　
新
築
や

補
修（
増
改
築
、
改
修
を
含
む
）の
た
め
、

　
市
は
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

各
種
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
木
造
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
工
事

　
工
事
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅　
❶
居
住
目
的
で
市
内
に

新
築
す
る
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
❷
市

内
に
所
有
し
住
ん
で
い
て
増
改
築
す
る

一
戸
建
て
の
木
造
住
宅　
※
共
同
住
宅

や
別
荘
な
ど
一
時
的
に
使
う
住
宅
、
賃
貸

や
販
売
の
営
利
目
的
の
住
宅
は
対
象
外

■
対
象
工
事　
❶
新
築
ま
た
は
建
築
確

認
申
請
が
必
要
な
増
改
築
で
、
工
事
経

費
が
１
０
０
万
円
以
上（
造
成
、
外
構
工

事
分
は
除
く
）
❷
集
合
住
宅
は
居
住
専

用
部
分
、
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
❸
26

年
３
月
20
日
ま
で
に
完
了
す
る
❹
他
の

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い（
住
宅
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
を
申
請
す
る
部
分
は
対
象
外
）

■
対
象
者　
❶
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

ま
た
は
、
工
事
完
了
時
に
市
内
に
住
所

◎
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

■
対
象
住
宅　
❶
建
築
後
５
年
以
上
経

過
し
て
い
る
住
宅
❷
過
去
に
同
じ
助
成

を
受
け
て
い
な
い
住
宅
❸
自
ら
ま
た
は

同
一
生
計
の
親
族
が
床
面
積
の
２
分
の

１
以
上
を
持
ち
、
住
ん
で
い
る
住
宅

■
対
象
工
事　
❶
工
事
経
費
が
50
万
円

以
上（
10
平
方
㍍
以
下
の
増
築
含
む
）
❷

住
宅
で
あ
る（
た
だ
し
、
集
合
住
宅
は
居

住
専
用
部
分
、
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
）

❸
市
内
の
業
者
が
工
事
を
行
う
❹
26
年

３
月
20
日
ま
で
に
完
了
す
る
❺
他
の
補

民
間
金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
借
り
入
れ

に
対
す
る
５
年
間
分
の
利
子
を
補
給

■
補
助
額　
▽
新
築
＝
２
％
以
内（
融
資

上
限
１
４
６
０
万
円
）
▽
補
修
＝
１
％

以
内（
融
資
上
限
６
４
０
万
円
）
▽
既
往

住
宅
債
務
＝
５
年
間
分
一
括
補
助

❷
被
災
住
宅
の
補
修
補
助　

■
対
象　
被
災
者
生
活
支
援
制
度
や
災

害
救
助
法
の
応
急
修
理
制
度
が
適
用
に

な
ら
な
い
一
部
損
壊
ま
た
は
半
壊
と
判

定
さ
れ
た
部
分
の
補
修
工
事

■
補
助
額　
10
万
円
以
上
の
工
事
費
用

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
30
万
円
）

❸
被
災
住
宅
の
改
修
補
助　
耐
震
改
修

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、県
産
材
を
使
っ

た
工
事
な
ど
を
補
助

■
補
助
額　
工
事
費
用
の
２
分
の
１
以

内（
耐
震・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
上
限
60
万

円
、
県
産
材
使
用
は
20
万
円
）

❹
被
災
宅
地
の
復
旧
補
助　
の
り
面
の

保
護
や
地
盤
の
補
強・
整
地
な
ど
の
工
事

を
補
助

■
補
助
額　
20
万
円
以
上
の
工
事
費
用

の
２
分
の
１
以
内（
上
限
２
０
０
万
円
）

❺
復
興
住
宅
の
新
築
補
助　
住
宅
を
滅

失
し
た
被
災
者
が
住
宅
を
新
築
・
購
入

す
る
際
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
工
事
、

県
産
材
使
用
工
事
な
ど
を
補
助

■
補
助
額　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
工
事

＝
40
～
90
万
円
、
県
産
材
使
用
工
事
＝

20
～
40
万
円

表１　木造住宅新築・増改築助成額
工事受注者 対象経費 助成額

市内の業者

2,000万円以上 50万円
1,000万円以上
2,000万円未満 40万円

500万円以上
1,000万円未満 30万円

100万円以上
500万円未満 20万円

※市外業者に発注した場合、助成額は半額

住宅の新築や改築に助成
利用には申請が必要です ●申し込みなど詳しくは

　市役所建設課建築係（☎・内線2523、 2525）

木造住宅の建築に助成をします

が
あ
る
人
❷
過
去
に
同
じ
助
成
を
受
け

て
い
な
い
人
❸
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
人

■
助
成
額　
表
１
の
と
お
り

※�

市
産
材
を
５
立
方
㍍
以
上
使
っ
た
場

合
は
、
１
立
方
㍍
当
た
り
２
万
円
を

乗
じ
た
額
を
上
乗
せ（
上
限
50
万
円
）
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
、
学
年
は
大
会
期
間
中
の
も
の
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手

権
第
８
日（
２
月
28
日
、イ
タ
リ
ア
・

バ
ル
デ
ィ
フ
ィ
エ
メ
）

▽
複
合
男
子
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
❺
永
井
秀

昭（
岐
阜
日
野
自
動
車
、
田
山
中
卒
）

◎
宮
様
国
際
ス
キ
ー
大
会（
３
月
１

日
、
北
海
道
・
札
幌
市
宮
の
森
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
な
ど
）

■
ジ
ャ
ン
プ・
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

▽
少
年
❸
小
林
陵
侑（
盛
岡
中
央
高

１
年
、
松
尾
中
卒
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド

▽
複
合
少
年
❹
小
林
陵
侑

■
ジ
ャ
ン
プ
・
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

▽
成
年
❷
小
林
潤
志
郎（
東
海
大
３

年
、
松
尾
中
卒
）

▽
少
年
❻
小
林
陵
侑

◎
第
39
回
全
国
ス
キ
ー
競
技
大
会

（
３
月
２
・
３
日
、
八
幡
平
リ
ゾ
ー

ト
下
倉
ス
キ
ー
場
）

■
ス
キ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム

◇
男
子
▽
小
学
生
❷
佐
々
木
大
輔

（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）
❸
葛
巻
洸
大（
松

尾
ジ
ュ
ニ
ア
）

Sports

◇
女
子
▽
小
学
生
❷
佐
々
木
百
峰

（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）
❸
山
口
莉
永（
寄

松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）

■
ス
キ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー

ム◇
男
子
▽
❶
藤
原
達（
松
尾
ジ
ュ
ニ

ア
）
❷
葛
巻
洸
大
❸
佐
々
木
大
輔

◇
女
子
▽
❶
田
村
柚
月（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
）
❷
山
崎
明
日
美（
松
尾
ジ
ュニ

ア
）
❸
髙
橋
未
夢（
松
尾
ジ
ュニ
ア
）

◎
Ｓ
Ｂ
Ｃ
杯
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ（
３

月
７
日
、
長
野
県
・
白
馬
ジ
ャ
ン
プ

競
技
場
）

■
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

◇
女
子
❻
小
林
諭
果（
盛
岡
中
央
高

３
年
、
松
尾
中
卒
）

■
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

◇
女
子
❻
小
林
諭
果

◎
第
24
回
松
尾
八
幡
平
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
大
会（
３
月
10
日
、
八
幡
平
リ

ゾ
ー
ト
下
倉
ス
キ
ー
場
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

◇
男
子
▽
小
学
１
、２
年
❷
渡
辺
帆

天（
寄
木
小
２
年
）
▽
中
学
生
❶
高

橋
雅
人（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）
❷
杣
澤

周
平（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）
❸
畠
山
大

晟（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）

◇
女
子
▽
小
学
１
、２
年
❷
工
藤
瑞

歩（
安
代
ス
ポ
少
）
❸
佐
々
木
萌（
安

代
ス
ポ
少
）
▽
小
学
３
、４
年
❶
北

口
舞
奈（
安
代
ス
ポ
少
）
❷
佐
々
木

百
峰
❸
滝
川
瑠
夏（
寄
木
小
４
年
）

▽
小
学
５
、６
年
❷
田
村
柚
月
❸
北

舘
雪
音（
安
代
ス
ポ
少
）
▽
中
学
生

❷
工
藤
な
つ
み（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）

◎
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
鹿
島
槍

カ
ッ
プ（
長
野
県
・
鹿
島
槍
ス
ポ
ー

ツ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

◇
女
子
▽
第
１
戦
❶
新
里
尚
子（
東

海
大
３
年
、
西
根
中
卒
）
▽
第
2
戦

❶
新
里
尚
子

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
五
輪
カ
ッ
プ
２
０
１
３
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
３
月
15
・
16
日
、
新
潟
県
・
妙
高

高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
な

ど
）

■
コ
ン
バ
イ
ン
ド
男
子
❹
小
林
陵
侑

国民体育大会に向け市準備委員会
第１回常任委員会が開かれました

　平成28年度に開催が予定されている第７１回国民
体育大会の市準備委員会第１回常任委員会が、３月
22日、市役所本庁で開かれました。
　委員会には、田村正彦会長をはじめ、関係団体の
常任委員ら25人が出席。開催準備総合計画とその年
次計画、25年度の事業計画案と予算案などの議案審
議が行われ、全て原案の通り承認されました。
　また、委員から準備について意見が出され、開催
に向けて委員会が一丸となることを再確認しました。 国体開催へ向け準備総合計画などが審議されました
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

西根ライオンズクラブが図書館へ約
50万円分の図書・ＤＶＤを寄贈（３
月21日、市役所）

自衛隊入隊（校）予定者の激励会を開
催（３月17日、ＪＡ新いわて八幡平
営農経済センター）

郷土のお酒と食を楽しむ
新酒とワインのゆうべ 2013

　「新酒とワインのゆうべ2013～八幡平の宴
うたげ

～」が
３月８日、西根地区体育館で開かれました。
　会場には、この日を楽しみにしていた市民ら約
460人が来場。「鷲の尾」の新酒やヤマブドウのワイ
ンのほか、市の特産品を使った料理や、手打ちそば
などが並び、来場者は地元の格別な味を堪能しまし
た。また、藤原翼さん＝紫波町＝による津軽三味線
の演奏や協賛各社から提供された商品の抽選会など
も行われ、会場はにぎわいました。 うたげの開始を乾杯で祝う参加者

大更地区老人クラブと学童保育クラ
ブがスポーツ交流（３月22日、大更公
民館）【撮影・小野寺幸子】

雪合戦で熱戦繰り広げる
八幡平エンジョイ雪合戦2013

　八幡平エンジョイ雪合戦2013が３月３日、サラダ
ファーム特設会場で開催されました。
　大会は、今回が初開催。雪合戦は７人一組で行わ
れ、限られた数の雪玉で、残った人数が多いか、相
手陣地の旗を取ることで勝敗を決めます。一般によ
る本気モードステージ（16チーム）や小学生による
キッズステージ（３チーム）など３種目が行われ、試
合中は、選手の指示を出す声が会場内に響き渡って
いました。寒さを吹き飛ばすような熱戦が展開されました

会場は笑いでいっぱいに
第１５回てらだ公民館まつり

　第１５回てらだ公民館まつりが３月９、10の両日、
同公民館で開かれました。
　まつりでは、地域の伝統芸能や歌、舞踊の披露の
ほか、豚汁の無料配布や焼き鳥、綿あめの販売が行
われ、来場者の目と舌を楽しませていました。また、
地元の有志で結成している「寺田喜劇団」の公演も行
われました。劇の内容はコメディーで、出演者が客
席を回って、お菓子を振る舞う演出などもあり、会
場は笑い声と拍手で盛り上がっていました。 ユーモアあふれる寺田喜劇団の公演は毎年大人気
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卒業式を終え、会場を去る卒業生（３
月13日、西根第一中学校体育館）【撮
影・小野寺幸子】

３年間の思い出を胸に卒業証書を受
け取る生徒（３月１日、平舘高校体
育館）

心をひとつに記録を更新
世界最大のスキーパレード

　スキーヤーが縦一列になって滑走する「世界最大
のスキーパレード」が３月17日、八幡平リゾートパ
ノラマスキー場で行われました。
　今年は、県内外から計290人が記録更新に挑戦し
ました。パレードは、アルベールビル冬季五輪ノル
ディック複合金メダリストの三ケ田礼一さんを先頭
に、全員が最後まで滑りきり、昨年に引き続いてギ
ネス世界記録を更新。参加した子どもも大人も一緒
になり、達成の喜びを分かち合いました。全員が１列になりゲレンデを滑りきりました

思い出を胸に新たな出発
市内小・中学校で卒業式

　市内小・中学校の卒業式が、各学校体育館などで
行われ、卒業生は慣れ親しんだ学校に別れを告げ、
新しい道のりへの決意を新たにしました。
　３月16日に開かれた松野小学校の卒業式では、保
護者や教師に見守られ、16人の卒業生が卒業証書を
受け取りました。式では、卒業生が巣立ちのことば
を発表し、６年間の思い出を振り返りました。
　24年度の市内小・中学校の卒業生は、小学校が11
校197人、中学校が５校268人でした。 感謝の気持ちを込め証書を両親に手渡す児童（松野小）

ひと足早い春の味を堪能
山菜まつり

　八幡平山菜栽培研究会の主催する山菜まつりが、
３月22日、市友好都市交流促進センターで開かれま
した。
　会場には、同研究会会員ら約30人が出席。行者
にんにくやワラビなどの山菜を使った料理が準備さ
れ、出席者はひと足早い春の香りと味を楽しみまし
た。会食後、研究会会長の遠藤光明さん（64）＝中村
＝は、「山菜栽培の規模を拡大し、販売の強化をし
ていきたい」と今後の抱負を語りました。山菜を使った料理を前に歓談する出席者
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保健のひろば
☎・内線1176　市役所健康福祉課

ささえあいの輪
☎・内線1166　市役所地域福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

◆◇◆ いきいきチェックリストを実施 ◆◇◆

　特定健診と同時に実施しいてた「基本チェック
リスト」を、平成25年度からは、名称を「いきいき
チェックリスト」として、介護認定を受けていな
い65歳から74歳までの方を対象に、郵送による回
答に変更して実施します。
　チェックリストの内容は、現在の生活を振り返
り、健康状態を確認する質問票で、「はい」か「い
いえ」に丸をつける簡単なものです。介護予防の
ためにも回答への協力をお願いします。回答いた
だいた人には、後日、「結果アドバイス票」を送付

　
健
康
福
祉
課
で
は
、
就
学
前
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

さ
ま
ざ
ま
な
母
子
保
健
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

★
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

【
対
象
】　
生
後
3
カ
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

【
内
容
】　
地
区
担
当
保
健
師
が
訪

問
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

や
保
健
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

★
乳
幼
児
健
康
相
談
・
離
乳
食
講

習
会

　

こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る

方
、
始
め
て
み
た
け
ど
何
だ
か
不

安
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
相
談
や
講
習
会
の
ほ
か
に

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す（
今
年
度
か
ら
申

し
込
み
が
必
要
で
す
）。

【
対
象
】　

▼
乳
幼
児
健
康
相
談　

2
～
18
カ
月　
▼
離
乳
食
講
習
会　

4
～
18
カ
月

【
内
容
】　
身
体
測
定
、
保
健
・
栄

養
相
談
、
栄
養
士
講
話
・
離
乳
食

の
調
理
実
習
な
ど

★
親
子
教
室

　「
子
ど
も
と
の
遊
び
方
が
よ
く

分
か
ら
な
い
」な
ど
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
親
子
で

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
体
験
で
き
る
教
室
で
す

（
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）。

【
対
象
】　
1
歳
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
と
親

【
内
容
】　
リ
ズ
ム
遊
び
、
体
操
、

手
遊
び
、
制
作
遊
び
な
ど

　
親
子
教
室
終
了
後
、
希
望
す
る

人
は
身
体
測
定
が
で
き
ま
す
。

★
子
育
て
相
談

　
子
育
て
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
各
事
業
の
日
程
、
時
間
、
持
ち

物
な
ど
に
つ
い
て
は
、
25
年
度
市

母
子
保
健
事
業
日
程
表
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

25
年
度
の
母
子
保
健
事
業
が
始
ま
り
ま
す

します。
　なお、介護予防の
必要性が高いと判定
された人には、市
が開催する「いきい
き！健康教室」のお
知らせも行います。

親子教室で遊ぶ子どもたち

◆◇◆ 特別障害者手当と障害児福祉手当 ◆◇◆

　特別障害者手当と障害児福祉手当を紹介します。
■特別障害者手当
▶対象者　20歳以上で、精神や身体に重度の障
がい（※）が重複していて、在宅で常時寝たきり
状態にあり、特別な介護が必要な人
▶手当額　月額26,260円（25年9月分まで。10
月分からは改定により月額26,080円）
■障害児福祉手当
▶対象者　20歳未満で、精神や身体に重度の障
がい（※）があり、在宅で常時介護が必要な人
▶手当額　月額14,280円（25年9月分まで。10
月分からは改定により月額14,180円）
※重度の障害とは、身体障害者手帳 1、2 級程
度あるいは療育手帳Ａ判定、または同程度の精
神の障がいのこと
　各手当の受給には、申請が必要です。詳しく
は、市役所地域福祉課にお問い合わせください。 簡単なチェックリストです
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教振のススメ
文責：市教育振興運動
　　　推進協議会事務局

安
代
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

No.32

　「教振のススメ」は、他の国や県の教育な
ども話題にしながら、教育振興運動の理念
について連載していきます。
◆教育水準を高めてきたフィンランド◆

　３年ごとに行われる国際的学習到達度調
査で、毎回好成績を残すフィンランドの教
育が世界中から注目されています。
　フィンランドは、日本の９割ほどの国土
に北海道とほぼ同じ人口の人が住み、資源
も少ない国です。そのため、国民個々の能
力と資質を高めて、１人当たりの生産性を
上げようと国を挙げて取り組み、教育の水
準を高めてきました。
　1980年代以降は、農業中心の国からハイ
テク産業（携帯電話の生産量が世界一）を基
幹とする工業先進国へと変化を遂げ、ヨー
ロッパ有数の経済大国になりました。その

躍進の背景には、国民の高い教育水準があ
るとされています。

◆教育振興運動と共通する教育方針◆
　フィンランドの教育方針は、「個人（子ど
も）に対して、地域、組織、社会が責任を
持つ」というもので、『教育振興運動』の理
念に共通するところがあります。
　工業化を推し進めてきた方針に異論があ
るかもしれません。しかし、人口が少ない
というハンディを克服するために教育に
力点を置いてき
た政策は、少子
化に歯止めのか
からない日本に
とって、大いに
参考となるとこ
ろがあります。

■
活
動
時
間
、
場
所

　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
７

時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で
。
場
所
は
、
安
代
健
康
増

進
セ
ン
タ
ー
な
ど
。

　
詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務

局
・
佐
々
木
朋
子（
☎
７‌

２
・
２
４
３
０
、

安
代
中
学
校
）ま
で
。

　
安
代
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
男
子
７
人
、
女
子
４
人
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
声
を
出
し
、
互
い

を
活
気
付
け
る
こ
と
で
、
試
合
や
練
習
中

も
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
標
は
、
男
女
と
も
に
県
大
会
出
場
で
、

サ
ー
ブ
・
レ
シ
ー
ブ
練
習
を
欠
か
す
こ
と

な
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
女
子
団
員
全
員
は
、
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
が
、

楽
し
く
活
動
が
出
来
て
い
る
と
声
を
揃
え

て
い
ま
し
た
。
団
で
は
、
新
入
生
の
入
団

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

学年の差を感じさせないほど
仲の良い団員たち

冬期間は体力づくりに
励んでいます

最
終
回

❶　

市教育振興運動推進大会の様子
（2 月16 日、松尾地区公民館）
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▶啄木資料展
■期間　5月24日㈮から6月2日㈰まで
■内容　県立図書館で受け入れた啄木関連資料を
展示
▶第33回手づくり絵本・紙芝居展
■期間　7月4日㈭から８日㈪まで
■内容　手づくり絵本や紙芝居など約90点を展示

▶新刊子どもの本を読む会（第１土曜、 午前10時
から）
▶あみぐるみ教室（第２金曜、午前10時から）
▶八幡平短歌会（第２土曜、午後1時から）
▶おはなしのじかん（第２・第４土曜、午後２時
半から）
▶日本近代史を学ぶ会（第３月曜、午後１時半から）
▶本のクリニック（第３木曜、午前10時から）
　参加を希望する人は、図書館へお問い合わせく
ださい。

◆博物館で市の歴史や文化に触れよう
　博物館は、市の歴史や伝統、文化などについて
調べて分かった内容を展示し、市民の皆さんに紹
介する場所です。展示物の中には、実際に触れる
ことができるものもあります。
　自分の目で見て、そして、手で触れられる展示
品には触れて、市の歴史や伝統、文化をより詳し
く知る時間を博物館で過ごしてみませんか。

◆開催予定の行事を紹介
　25年度も魅力ある企画展や事業を行います。開
催予定の事業内容をご紹介します。
❶企画展
▶「漆器・木地の世界　～現代の漆器～」（仮）
　現代の漆器職人の方にスポットを当て、新しい
漆器の可能性を見いだします。

　「こどもたちにもっと本を、こどもたちにもっ
と本を読む場所を」との願いから『こどもの読書週
間』が、昭和34（1959）年に誕生しました。こども
に読書を勧めるだけでなく、大人にとってもこど
もの読書の大切さを考えるとき、それが『こども
の読書週間』です。【主催：㈳読書推進運動協議会】
　親子で一緒に、読書に親しみましょう。

　楽しいお話や映画、本の交換会などを行います。
■日時　5月11日㈯、午後１時半から
■場所　市立図書館お話室ほか

子ども図書館まつりを開催します

県立図書館巡回展示をご案内します

❷教育普及事業
▶「出張！小さな博物館」（仮）
　民具や四季に関する内容などについて、学芸員
が出張して講演します。
▶「体験教室」（仮）
　これまで、さまざまな体験教室を行ってきまし
た。25年度も、楽しく学べる体験教室を開催する
予定です。

◆25年度も博物館をよろしくお願いします
　24年度は、全ての事業を無事終了することがで
き、多くの方に来館してもらいました。25年度も
市民の皆さんのご協力をお願いします。

定期開催事業をご紹介します

　今回紹介できた行
事はまだ少ないです
が、年度内にさまざ
まな企画を考え、発
信していきます。皆
さんの来館をお待ち
しています。
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（２月届け出分）

◎男の子
吉川　紅

く う が
雅（秋月・恵美／寄木新田）

遠藤　大
だ い し

史（一也・妃美子／両沼）

高橋　斗
と う い

唯（哲也・麻美／町組）

髙橋　柊
しゅういち

一（一哉・貴子／上平笠）

佐藤　波
は る

琉（圭一・有希／高宮）

◎女の子
峠館　凜

りん
（昌人・咲恵／下町二区）

下川原　希
の の か

華（康平・洋子／帷子）

森　陽
ひ な の

菜（寛樹・望／駅前二区）

　南　和寿　　　／神奈川県

　柳沢　亜紀　　／畑

　稲田　晋也　　／町組

　松坂　美咲　　／盛岡市

　及川　祐人　　／東

　佐藤　智美　　／下町三区

佐藤　イト　　　96歳　浅沢第１

遠　　キヱ　　　86歳　寺田

羽沢　重明　　　74歳　五日市３区

盛内　精伍　　　80歳　五日市１区

髙橋　昌夫　　　83歳　野駄

田村　タヱ　　　　79歳　岡村

松村　勲　　　　89歳　五百森

吉田　スミ　　　88歳　上寄木

工藤　惠四郎　　76歳　五百森

立花　キツ　　　90歳　五日市３区

井上　　三　　　90歳　渋川

小野寺　ウノ　　85歳　帷子

松村　一與　　　88歳　仲町

本宮　與八　　　82歳　新町中央

山本　藤治郎　　82歳　舘市

藤田　ミツ　　　66歳　柏台二丁目

遠藤　智洋　　　43歳　中村

渡辺　幸一　　　88歳　上町

吉田　末助　　　81歳　寄木新田

加藤　ヨシエ　　86歳　高宮

関　テルヨ　　　95歳　畑１区

田村　モリエ　　89歳　上野駄

畠山　ムラ　　　97歳　上関

三浦　幸太郎　　86歳　日瀬通

鳴海　匡一　　　79歳　畑２区

中軽米　武雄　　80歳　北寄木

工藤　トキエ　　78歳　高宮

■人口の動き【２月28日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,088（ー11） 6,230（

＋

８）
松尾地区 6,328（ー３） 2,369（－１）
安代地区 5,042（ー８） 1,884（

＋

２）
合　　計 28,458（ー22） 10,483（

＋

９）
男　　性 13,732（ ー６）
女　　性 14,726（ー16）

出生　11　 　　  死亡    34
転入　48　　　　転出　 47

項　　目 ２月 累 計
人身事故 ６ １２
物損事故 ６２ １７１
負 傷 者 ９ １６
死 者 ０ 1
飲酒運転 ０ 0
火 災 ２ ３
救 急 ８９ ２１６

№ 91

広報クイズ
４月４日号の問題

25年度一般会計予算
の総額は？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。

◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ： 75-0469　
　☆メール： koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　４月22日㈪　消印有効
◎第90回の正解 滝川市と名護市 ◎応募者数　18人 ◎正解者数　18人　
◎当選者　山村辰哉さん（大更）、白岩和江さん（柏台）、羽澤政子さん（五日市）

健 や か に

お 幸 せ に

※掲載は届け出順で、届け出人が希望
した場合だけ載せています。（敬称略）

（
（
（
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四十四田ダム流域の 
情報や食材を楽しむ

　四十四田ダム流域の地域情報や
食材を集め交流する「四十四田ダ
ムさくらまつり2013」が開催され
ます。
■日時　５月３日㈷、午前10時か
ら午後４時まで　※小雨決行
■場所　四十四田ダム駐車場（盛
岡市下厨川四十四田１）
■内容（予定）　ステージショー、
うまいもの市、ダム見学会など
　詳しくは、同実行委員会（☎
090-4551-8653）、または北上川
ダム統合管理事務所管理第二課
内、（☎019-643-7972）まで。

放射線などの測定結果について

　市は、平成23年10月から空間
放射線量の測定を行ってきました。
　これまで測定した放射線量の数
値は大きな変動も無く、平常値を
示しています。このことから、市
内における安全性は保たれている
と判断し、今後は、2カ月に1
回測定を行い、引き続き市内の安
全確認を行っていきます。

　平成25年３月で閉校する東大更小
学校と田山中学校の閉校記念碑除幕式
が、両学校の校門に隣接する記念碑前
で行われました（詳細は 8〜11㌻）。
　記念碑には、両学校への思いが込め
られた言葉がそれぞれ刻まれていま
す。記念碑前の児童・生徒は、母校と
地域への感謝を胸に、新しい一歩を踏
み出すことを決意していました。

今月の表紙 母校と地域に感謝し、
子どもたちは新たな一歩

▪編集後記
　これまで掲載してきた「まちの企業探検
隊」と「八幡平いにしえの宝」は、先月号が最
終回でした。ご協力いただいた皆さまあり
がとうございました。▷替わって「教振のス
スメ」と「キラリ輝

ひかり

人
び と

」がスタートしました。
よろしくお願いします。▷「キラリ輝人」では、
市で活躍する人などを取り上げていきたい
と考えています。自薦他薦は問いませんので、
キラリと輝く素敵な人の情報をお待ちして
います。　　　　　　　　　　　　（佐々木）

　また、調理した給食の放射性物
質の測定を西根地区学校給食セン
ターで行っています。
　その結果、２月28日、３月７日・
14日の測定では、放射性物質は検出
されませんでした。内容は、市ホー
ムページで公開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

通信講座を始めませんか 
無料で案内書を送ります

　NHK学園では、生涯学習通信
講座の受講生を募集しています。
■内容　趣味、教養、語学、資格
など 200コース以上の講座
■受講年数　３カ月～１年（講座
によって異なります）
■申込方法　無料の案内書を送り
ます。❶郵送（〒186-8001　東京
都国立市富士見台2-36-2）、❷
電話（042-572-3151）、❸ファク
ス（042-574-1006）、❹ホームペー
ジ（http://www.n-gaku.jp）の
いずれかで申し込みください。
　詳しくは、NHK学園（☎ 042-
572-3151）まで。

西根歴史民俗資料館では 
友の会会員を募集中です

　市西根歴史民俗資料館友の会会
員を募集しています。
■活動内容　歴史民俗学・自然科
学に関する講演会や研修会など
■年会費　3,000円
　詳しくは、市西根歴史民俗資料
館（☎77-2024）、担当・畠山まで。いわて花巻空港の定期便 

利用しやすくなりました
　いわて花巻空港の定期便ダイヤ
が、３月31日に改正され、札幌
線・大阪線【日本航空（JAL）】、名
古屋線【フジドリームエアライン
ズ（FDA）】が増便されました。
　詳しくは、各航空会社のホーム
ページ、予約および運行状況など
は、JAL（☎0570-025-071）また
は FDA（☎0570-55-0489）まで。

「本音で語ろう県議会」 
県議と意見交換する機会

　県議会事務局では、県民と県議
会議員の意見交換会を開催します。
■日時　４月23日㈫、午後６時半
から８時半まで
■場所　葛巻町総合センター
　詳しくは、同事務局（☎019-
629-6021）まで。

調理師技術審査などの 
申請受け付けています

　社団法人調理技術技能センター
では、調理師技術審査・技能検定
試験（前期：すし料理、中国料理、
給食用特殊料理）を実施します。
■申請受付期限　５月７日㈫
　詳しくは、同センター（☎ 03-
3667-1867）まで。
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一般・技術などの 
各種自衛官を募集

　自衛官を募集しています。
■種目　幹部候補生（一般・技術
および歯科・薬剤科）
■要件　一般・技術＝22歳以上２６
歳未満、歯科＝２０歳以上 ３０歳未満、
薬剤科＝20歳以上28歳未満
■応募期限　４月２6日㈮
■試験日　５月11日㈯・12日㈰
　詳しくは、自衛隊盛岡募集案内
所（☎０１９-６４１-５１９１）まで。

学生納付特例制度の 
手続きはお忘れなく

　国内に住む全ての人は、２０歳に
なった時から国民年金の被保険者
となり、保険料の納付が義務付け
られていますが、学生は、在学中
の保険料納付を猶予する学生納付
特例制度を受けることができます。
　この制度の適用を受けたい人
は、次により申請してください。
■対象　大学、短大、高校、高専、
専修学校、各種学校や夜間・定時
制や通信課程の学生（学生本人の
所得要件があります）
■必要な書類　国民年金手帳、学
生などを証明する書類（在学証明
書原本または学生証の写し）など
■申請期間　25年度（25年４月～
26年３月分）は、25年４月１日か
ら受け付け開始。24年度（24年４
月～25年３月分）の申請期限は、
25年４月３０日㈫
　詳しくは、市役所市民課国保年
金係（☎・内線１１３２）まで。

仙台国税局では 
税務職員を募集

　仙台国税局では、税務職員を募
集しています。
■要件　昭和58年４月２日から
平成４年４月１日生まれの人、ま
たは平成４年４月２日以降に生ま
れた人で、次の条件を満たす人❶
大学を卒業もしくは平成26年３
月までに大学を卒業する見込みの
人　❷人事院が❶に掲げる条件と
同等の資格があると認める人
■受付期間　４月11日㈭まで（イ
ンターネットでの申し込み、当日
受信有効）
　詳しくは、同局人事第二課（☎
022-263-1111、内線3236）まで。

地区を緑でいっぱいに 
苗木などを配布します

　県緑化推進委員会八幡平支部で
は、緑化推進事業（苗木配布など）
の要望を受け付けています。
　自治会や地区の行事でサクラや
ツツジなどを植えたいといった希
望がある場合は、安代総合支所土
木林業課林業係（☎・内線3142）
までお問い合わせください。

看護の日に合わせて 
記念行事を行います

　県看護協会では、５月11日の
「看護の日」に合わせ、記念行事を
開催します。
■日時　５月11日㈯、午前11時か
ら午後３時まで（受け付けは２時
半まで）
■場所　いわて県民情報交流セン
ター「アイーナ」（盛岡駅西通）
■内容　健康に関わる測定、健康
相談、看護進学相談、福祉用具な
どの展示、写真展、ハンドケア＆
フットケアなど
　詳しくは、同協会（☎019-662-
8213）まで。

借金に関わるお悩みに 
無料で相談に応じます

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、借金に関わる悩みの相談に応
じています。相談は、秘密厳守で
無料です。気軽にご相談ください。
■場所　盛岡合同庁舎４階
■受付時間　月曜から金曜（祝日、
年末年始を除く）の午前８時半か
ら午後５時15分まで
■相談専用電話　019-622-1637

海外支援にあなたの力 
ＪＩＣＡボランティア

　独立行政法人国際協力機構
（JICA）では、ボランティアを募
集しています。
■応募期限　５月１3日㈪
■説明会日時　４月20日㈯、シニ
ア海外ボランティア＝午前１０時半
から午後０時半まで、青年海外協
力隊＝午後２時から４時まで
■会場　アイーナ
　詳しくは、JICA東北ボランティ
ア担当（☎０２２-２２３-４７７２）まで。

農業委員会活動計画（案） 
などに意見を募集します

　市農業委員会は、農業の担い手
の育成・確保、農地の利用集積お
よび遊休農地の解消などについ
て、積極的な活動を推進するた
め、２5年度の目標とその達成に向
けた活動計画（案）と、24年度の
点検・評価（案）を取りまとめまし
た。そこで、この計画などの策定
に当たり、皆さんからの意見を募
集します。
■計画（案）などの閲覧場所　市農
業委員会事務局、松尾総合支所地
域振興課、安代総合支所土木林業
課、市ホームページ
■意見募集期間　４月１０日㈬から
５月９日㈭まで
■意見提出方法　❶郵送（〒０２８-
７１９２　〈住所不要〉、八幡平市農業
委員会事務局）、 ❷ファクス（７５-
０４６９）、❸電子メール（nogyoin-
bukyoku@city.hachimantai.
lg.jp）のいずれかで提出願います

（任意の様式）。
※�意見は日本語で記入し、住所・

氏名・電話番号を明記してく
ださい。これらの記入がない場
合、提出意見書として取り扱い
ません。

■意見の公表　提出された意見
は、市の考え方を付記して、その
内容を公表する予定です（氏名な
どは公表しません）。
　詳しくは、市農業委員会事務局
農業振興係（☎・内線１２８３）まで。
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「
初
め
て
食
事
を
準
備
す
る

人
に
も
分
か
り
や
す
く
」と
、

料
理
集
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

れ
た
の
は
、
市
食
生
活
改
善
推

進
員
連
絡
協
議
会（
市
食
改
協
）

の
中
軽
米
こ
う
子
会
長
。

　
市
食
改
協
は
、
24
年
度
に
友

好
都
市
・
宮
古
市
の
食
改
協
か

ら「
簡
単
に
出
来
る
料
理
集
が

あ
れ
ば
活
動
に
便
利
で
す
ね
」

と
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

声
を
も
と
に
、
理
事
会
で
協
議

し
、
市
の『
が
ん
ば
ろ
う
岩
手

基
金
』と
全
国
協
議
会
か
ら
の

支
援
活
動
費
を
利
用
し
て
、
料

理
集
作
成
を
計
画
。
会
員
が
レ

シ
ピ
を
考
え
、
調
理
・
写
真
撮

影
し
た
も
の
に
、
県
央
保
健
所

管
内
の
市
町
村
か
ら
の
レ
シ
ピ

を
加
え
、
料
理
集
を
編
集
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
料
理
集
は
、

３
月
８
日
に
宮
古
市
食
改
協
へ

２
千
部
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た《
パ
パ
ッ
と
お
手

軽
料
理
集
》に
は
、
使
い
や
す

市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会 

会
長中

軽
米 

こ
う
子 
さ
ん

な
か
か
る
ま
い
・
こ
う
こ　
63
歳　
寄
木
新
田　

食
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
た
いさ

を
考
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。「
生

活
に
溶
け
込
む
よ
う
淡
い
色
使

い
に
し
、
使
い
や
す
い
カ
ー
ド

式
に
し
ま
し
た
」と
紹
介
さ
れ

た
料
理
集
に
は
、
主
食
や
主
菜

な
ど
の
ほ
か
、
郷
土
の
お
や
つ

の
レ
シ
ピ
も
載
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
料
理
集
は
、
宮
古
市
食

改
協
の
料
理
講
習
会
な
ど
を
通

じ
、
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

る
支
援
に
役
立
て
ら
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　昭和24年生まれ。市食生活改善
推進員連絡協議会や市朗読ボラン
ティア「さくらの会」などの会長を
務め、活動は多岐に渡る。好きな
言葉は「共に」。血液型Ａ型のおと
め座

中軽米会長（中）から宮古市食改協の
村木トシ子会長（左）へ料理集を贈呈

【グリーンピア三陸みやこ】
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